
「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年
以上も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だ
けを記載してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目あり
ますが、そのほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからない
ものが多いのですが、「それらは、瞑想や悟りのお話で、イエスが話した例え話である」
と仮定して、では、一体それが何の例え話であるのかを解説しています。今回は、
その第８回目です。
なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。

………………………………………………………………………………………………………………
(39) Jesus said, "The pharisees and the scribes have taken the keys of knowledge 
(gnosis) and hidden them. They themselves have not entered, nor have they allowed 
to enter those who wish to. You, however, be as wise as serpents and as innocent as 
doves."
(39) Jesus said, "The Pharisees and the scholars have taken the keys of knowledge 
and have hidden them. They have not entered nor have they allowed those who want 
to enter to do so.As for you, be as sly as snakes and as simple as doves."
(39) イエスが言った、「パリサイ人や法律学者たちは知識の鍵を受けたが、それを隠
した。彼らも入らないばかりか、入ろうとする人々をそうさせなかった。しかしあ
なたがたは、蛇のように賢く、鳩のように素直になりなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
また、４０番は、その続きのようです。
………………………………………………………………………………………………………………
(40) Jesus said, "A grapevine has been planted outside of the father, but being 
unsound, it will be pulled up by its roots and destroyed."
(40) Jesus said, "A grapevine has been planted apart from the Father. Since it is not 
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strong, it will be pulled up by its root and will perish."
(40) イエスが言った、「一本のぶどうの木が父の外側に植えられた。そして、それが
固められていなかったので、それは根元から抜き取られて、亡びゆくであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
ここは、どうも「パリサイ人」「法律学者」に批判的な言明のようです。この言明を
説明しようとすると、ここには出てきませんが、「パリサイ人」「法律学者」だけでなく、
「エッセネ派」「熱心党」など、当時、ローマに支配されていたユダヤ民族の歴史的、
経済的、軍事的、宗教的なさまざまな状況をも、説明する必要がでてきます。それ
らについては、世の中にたくさんの本が出ていますし、また、諸説乱立しています。
歴史的なことに興味のあるかたは、面白いと思います。読んでみてください。
ここで、イエスは、「パリサイ人」を批判していますが、私は、イエスは、他の団体
等を批判等はあまりしなかったのではないだろうかと思っています。ですから、こ
の３９番、４０番のところは、もしかすると、後からの人がその人が所属する団体
のために書き加えたのかもしれません。つまり、イエスの口を使った形で、後から
追加になったのかもしれないと思うわけです。
ということで、この３９番、４０番は、一応、説明はこのあたりにしておきます。また、
これから先も、同じような、政治的歴史的な事柄を含むイエスの言明については、
イエスがそれを言ったかどうかもわかりませんので、飛ばしていくことにします。
たとえ、それらを飛ばしたからと言って、このトマスの福音書から得られるであろう、
修行の具体的なヒントを見逃すことはないと思いますので。
ただし、イエスが巻き込まれたかもしれない、政争や宗教上の争いや、それがもと
で殺されることになったかもしれない本当の経緯について、興味がないわけではあ
りません。いずれ、機会があれば、「イエスはなぜ死ぬことになったのか」それを小
説風に推理、再現してみたいものだとは思っております。でも、この解説は推理小
説ではないので、本題に戻りましょう。トマスの福音書に埋め込まれているダイヤ
モンドのような珠玉の修行のヒントの地道な発掘です。
莫大な財宝が埋め込まれていますので、その発掘をしましょう。
さて、さっそくその、第４１番は、次のような言明です。
………………………………………………………………………………………………………………
(41)Jesus said, "Whoever has something in his hand will receive more, and whoever 
has nothing will be deprived of even the little he has."
(41)Jesus said, "Whoever has something in hand will be given more, and whoever has 

nothing will be deprived of even the little they have."
(41) イエスが言った、「おおよそ、手に持っている人は、与えられ、持っていない人は、
持っているわずかなものまでも取り上げられるであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、共観福音書のいずれにも載っている言葉です。例えば、マタイの福音書の、
１３章１２項では、「持っている人は更に与えられて豊かになるが、持っていない人
は持っているものまでも取り上げられる」、さらに、２５章２９項には、「だれでも持っ
ている人は更に与えられて豊かになるが、持っていない人は持っているものまでも
取り上げられる」と、ほぼ同じ内容が載っています。
つまり、この例え話は、どの弟子も同じように何度も聞いたということでしょう。
とてもおかしな逆説的なお話です。普通、常識的には「貧しい者に施しを与えましょ
う」と言います。豊かな者にさらに恵みを与えようとは言わないでしょう。しかし、
イエスは助けるべき貧しい人を、さらに突き落すようなことを言っています。「貧乏
人は麦を食え」より、もっとひどいですね。貧しい者からさらに取り上げようって
ことですから。まるで逆を言っています。
しかし、修行のポイントを説明する言葉としては、これは正しいですし、真理をつ
いています。それはあとで説明しますが、そのポイントを外すとまったく理解に苦
しむ例え話になります。ですから、他の共観福音書には、この理解不能な例えにつ
いて、なんとか辻褄を合わせようとして、要らぬ編集句があとから付け加えられて
います。汚れています。トマスの福音書は、この例えだけが残っていて、後からつ
けた編集句はありません。美しいと思います。

さて、では、実際はどんなことを説明する際に、この例え話になったかを、説明し
ましょう。
イエスは、「汝の隣人を愛せよ」と言った愛の人です。瞑想はマインドの不要な働き
を止めて、無我、無欲、無私になる優れた方法ですが、それは欲の方向に走ってる
マインドを止めるということでもあります。
実はマインドは、愛でも走れます。ですから愛の方向に走らせれば、欲の方向に走
るマインドは「居ない」ということです。一つの車で前に進んだり、後ろに進んだ
りできます。エンジンは一つでもギアを入れ替えれば方向は逆になります。同様に、
同じ一つのマインドですが、その走り方、回転の仕方によって、心の中は「欲」がいっ
ぱいになったり、「愛」がいっぱいになったりするということです。同じ月ですが明

るく満月になったり暗く新月になったりするということです。同じ海ですが満潮に
なったり干潮になったりするということです。
愛が心の中に溢れていると、その人の心は豊かで、満ち足りていて、幸福感で明る
く輝いています。欲が心の中に渦巻いているとその人の心は、貧しく、暗く惨めで
苦しく不幸です。
さて、そこまでは誰でも分かるのですが、ではどうやったら愛が心に満ちるかとい
うことになると、大方の人はそこで迷ってしまいます。間違ってしまいます。です
からイエスが何度も何度もそのやりかたやコツを弟子達に話した事は、想像に難く
ありません。

「いいかい。愛が心に満ち満ちていれば、誰でもすぐに心が豊かで幸福感に満たされ
る。とても簡単だ。欲を捨てようとするとなかなか難しいが、愛を満たそうとする
とすぐにそうできる」
「そうですね、イエス様。誰かに愛されたり、母親に抱擁されたり、愛を与えてもら
うと、嬉しくて、心が豊かになりますね。だからどうやったら愛されるかといつも思っ
てるのですが…」
「えっ、ああそうか、ここで間違うのか。いいかい、愛してもらいたいと思うのは、
自分の中にまだ愛が足りないと思ってることだ」
「そうですね」
「不足していると思っていることだ。つまり自分はまだ貧しいと思ってることだ。だ
から愛が欲しい。愛が欲しいというのは欲だよ。そう思ったとたんに欲が膨らんで
いるわけだ。つまり、さらに自分を貧しく思っていることだ。そうではなくて、今
自分は愛に満ちていて愛を外に出せると思ってごらん。自分は愛に不自由していな
くて、とても豊かに愛を持っていて、だから、その溢れる愛を誰かにあげようと思っ
てごらん。あげる対象はそんなに遠くの人でなくていいよ。身近な人でいいのだ。
身近な人がいなければ小さな動物や植物でもいい。とにかく自分の愛を外に出すこ
とだ。与えることだ」
「はい、イエス様」
「そうすると、いいかい、マインドは、自分の中に愛が満ちているのか、愛が足りな
いのかは、よく知らない。でも、愛が自分の中から、外に向かって流れていくのを
感じると、『ああ、きっと、自分の中には愛が溢れているのだ。だから、溢れ出てい
るのだ』と思うわけだ。つまりマインドは自分の中には愛が満ち満ちているハズだ

と判定する。マインドがそう判定すると、気分は一気に愛に満ちたものになる。幸
福になる。豊かになる。だから、愛を欲しい欲しいと言っている人は、自分の中に
愛はないと判定しているわけだから、ますます貧しくなり、愛をあげようあげよう
と言ってる人は、ますます豊かになるわけだ」
「なるほど、出口でしか計測していないということですね」
「そうだね。大量に愛が外に出ていけば、莫大な愛が内側にあるハズだと推測して判
断するわけだ。だからやってみてごらん。すぐに実感できると思うよ」
「そうですか」
と、弟子たちは、なるほど、豊かな人はもっと豊かになり、貧しい人はさらに貧し
くなるのだと、思いました。
これは普通の経済学とは違います。修行の経済学です。愛と欲の経済学です。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「豊かな人はますます豊かになり、貧しい人はますます貧しくなるのは、わかりまし
たけど、 最初に、まず、『貧しい』人から『豊かな』人へ変わるのはどうすればいい
のですか？」
「そうだね。まず、川の流れが右に流れているのを、左に変えなければいけない。そ
れができれば、後はどんどんその流れを大きくしていけばいいだけだ」
「ですからその最初のやり方が分からない」
「なるほど、そう聞いた弟子がいたんだろうかね。次がその説明になっているのかも
しれない」
「そうですか。では、次に行きましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(42)Jesus said, "Become passers-by."
(42)Jesus said, "Be passersby."
(42) イエスが言った、「過ぎ去り行く者となりなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
「過ぎ去り行く者となりなさい」とありますが、この文章は、単独でわかりにくいで
すね。実は、同じような文章が、インドに残っています。しかも、「イエス」が言っ
た言葉として残っています。
ムガール帝国第三代、義人「アクバル王」（在位1556年から1605年）によって建てられ、

今は廃墟となっている北インドの町ファテプル・シークリーに残っている城門のアー
チに刻まれている次の刻文です。
「イエスが言った『この世は橋である。渡っていきなさい。しかし、そこに棲家を建
ててはならない」
しかし、この橋に刻まれた一文は、現在のどの共観福音書にもないものですから、
これは「イエス」の言葉ではないのではないかとされていました。しかし、トマス
の福音書で、ずばり同じような文章がでてきたわけです。
これは、とても瞑想的な言葉ですので、それを説明できない共観福音書からは消さ
れたのかもしれません。逆にインドではとても分かりやすい意味のある言葉だった
のでしょう。
さて、「過ぎ去り行く者」ですが、これは、日本語訳より、Passersby 、つまり、「通行人」
「往来人」の方が分かりやすいかもしれません。留まらずに橋を渡るように、時の流
れを渡っていきなさいという意味です。
「無常」であるとか、「執着を離す」であるとかに関連しています。「握りしめるな、
執着するな、淡々と進め」という感じです。愛を溢れさせる前に、まず、欲や執着
を手放しなさいということです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「例えば、橋の欄干にしがみついて、流れを凝視したり、そこに執着して動かなければ、
川の流れの向きを変えることはできませんよね」
「まぁ、そうだね」
「でも、橋を右岸から渡る場合と、左岸から渡る場合では、すぐに流れの向きは逆に
なりますよね。逆向きに見えますね」
「そうだね。橋の上で反転すれば、右から流れていたものは左から流れていることに
なる」
「だから、川の流れは変えられませんが、自分が、向きを変えるだけで、簡単に右か
ら流れたり、左から流れたり変化させることができるってことを言っているんです
か」
「あはははは、なるほど。面白い。小松茸らしいね。そのように頭を使った説明をし
たかもしれないが、そうでないかもしれない。わからない。でも、とにかく、留ま
るのは良くない。執着せずに、進め。留まることなく、行き過ぎなさいと言ったの

は確かだね」
「そうですね。笑雲先生」
「さて、いろいろな解釈ができるのだが、瞑想についての教えだと仮定すると、こう
とも言える」
「どう言えるんですか」
「いいかい、座って瞑想を始めると、すぐにいろいろな雑念がでてくる。雑念と言っ
ても、マインドは、考えるべき重要な案件だと思っているわけだが、瞑想の片付け
の手順から言うと、それらに執着しないで、どんどん棚上げしていくことが肝要だ」
「そうですね。瞑想の三手順『集中・気付き・棚上げ』ですね」
「そうだ。雑念というか、想念というか、考えというか、そのようなマインドの動き
を雲に例えると、雲はつぎつぎにやってくる。でも、それらをどんどん流し去って
もう雲が出てこなくなると、その後は真っ青な青空が広がっているわけだ。本来の
自分が青空のように広がっているわけだ。雲を自分と思ってはいけない」
「雲をどんどん流し去る。すると本来の自分に出会える」
「そうだ。それと同じで、留まらずに、橋を渡っていけばよい。彼岸に着ける」
「なるほど。同じ感じですね」

………………………………………………………………………………………………………………
(45)Jesus said, "Grapes are not harvested from thorns, nor are figs gathered from
thistles, for they do not produce fruit. A good man brings forth good from his
storehouse; an evil man brings forth evil things from his evil storehouse, which
is in his heart, and says evil things. For out of the abundance of the heart he
brings forth evil things."
(45)Jesus said, "Grapes are not harvested from thorn trees, nor are figs gathered
from thistles, for they yield no fruit. Good persons produce good from what
they've stored up; bad persons produce evil from the wickedness they've stored up
in their hearts, and say evil things. For from the overflow of the heart they
produce evil."
(45) イエスが言った、「誰も茨からぶどうを集めないし、あざみからいちじくを摘み
はしない。それらは実を結ばない。善人は、彼の倉から良い物を取り出す。悪人は、
彼の心の中にある悪い倉から悪い物を取り出す。そして、彼は悪いことを言う。な
ぜなら、彼は心から溢れ出るものから悪い物を取り出すからである」

………………………………………………………………………………………………………………

前半は、植物の話です。後半は善人と悪人の話で、「善い人は良いことを言い、悪い
人は悪いことを言う」と言っています。でも、この説明だけだと「救い」がありま
せんね。イエスは救いのない言葉は言わないので、きっと、次のように言ったハズ
です。
「悪い人は悪いからだなんて言ってませんよ。悪い人も良い人もみんな同じ人です。
では、なぜ悪い言葉を吐くのか。いいですか。悪い言葉を吐くのは、悪い言葉を生
み出す仕組みが、内にあるからです。それがなければ、悪い言葉は吐けません。まるで、
ぶどうの木からぶどうができるようなものです。茨からぶどうはできないでしょ」
「はい」
「また、良い言葉を言う人は、良い言葉を生み出す仕組みが内側にあるからです。そ
れがなければ良い言葉は言わない。まるで、いちじくの木からいちじくができるよ
うなものです。あざみからいちじくはできないでしょ」
「はい。そうです」
「いいですか、自分の心の中に、人を批判したり軽蔑したりするプログラムや物差し
があれば、それらが自動的に働いて、出てくる言葉は、愛のない冷たい言葉ばかり
になりますよ。逆に自分の中に、人を愛し敬うプログラムや物差しがあれば、それ
らが自動的に働いて、出てくる言葉は、愛のこもった優しい温かい言葉ばかりにな
りますよ」
「では、善い人になるには、どうすればいいのですか。イエス様。その悪い言葉を紡
ぎ出しているプログラムや思い込みを抜き去ればいいのですか」
「その通り。そうすれば、誰でも、善人になれます。あっ、善人になりなさいって言っ
ているんじゃないですよ。そんな道徳的なことを言っているのではなくて、心の中
の悪い木を抜けば、自分がまっさきに幸せになれると言っています。そして、出て
くる言葉は愛の言葉になる。それは結果ですね。結果」
イエスは、道徳やエチケットなどを教えているのではないのですね。頭や心の上手
な使いかたを教えているわけです。幸せになる方法を教えているわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「とにかく、まず、自分が幸せになるために、悪い木を抜くのですね」

「そうだね。瞑想や修行で、悪い木を全部抜くと、飛び切りの幸せになる。もともと、
人間は何も木が生えていなくても飛び切りの幸せの中に居れる」
「そうですか。で、笑雲先生。良い木は植えなくてもいいのですか」
「うん、なるほど。そう考えるのだね、小松茸。悪いものを抜いたら、良いものを植
えなくてもいい。あるいは、良いものを植えたら、悪いものを抜かなくてもいい。
それらは同時に起こる」
「えっ、どういう意味ですか」
「なるほど。そう聞いた弟子がいたのだろうな、４７番がその説明になっているよう
だ」
「そうですか。では先に行きましょう。笑雲先生」

………………………………………………………………………………………………………………
(47)Jesus said, "It is impossible for a man to mount two horses or to stretch two bows. 
And it is impossible for a servant to serve two masters; otherwise, he will honor the 
one and treat the other contemptuously. No man drinks old wine and immediately 
desires to drink new wine. And new wine is not put into old wineskins, lest they burst; 
nor is old wine put into a new wineskin, lest it spoil it. An old patch is not sewn onto a 
new garment, because a tear would result."
(47)Jesus said, "A person cannot mount two horses or bend two bows. And a slave 
cannot serve two masters, otherwise that slave will honor the one and offend the 
other. Nobody drinks aged wine and immediately wants to drink young wine. Young 
wine is not poured into old wineskins, or they might break, and aged wine is not 
poured into a new wineskin, or it might spoil. An old patch is not sewn onto a new 
garment, since it would create a tear."
(47) イエスが言った、「一人の人が二頭の馬に乗り、二つの弓を引くことはできない。
一人の奴隷が二人の主人に兼ね仕えることはできない。あるいは、彼は一方を尊び、
他方を侮辱するであろう。誰でも古い酒を飲んでから、すぐ新しい酒を飲もうと欲
することはしない。また、新しいぶどう酒を古い皮袋に入れはしない。皮袋がはり
裂けないためである。また、古いぶどう酒を新しい皮袋に入れはしない。皮袋がぶ
どう酒を損わないためである。 古い布ぎれを新しい着物に縫いつけはしない。新しい
着物に裂け目ができるからである」
………………………………………………………………………………………………………………

矛盾したプログラムは両立できません。体験した記憶自体を変える事はできません
が、その解釈を変えることはできます。そうすることによってプログラムを変更す
ることが可能です。例えば「ゴキブリは危険」「〇〇は危険」というプログラムが抜
けると、そこには何も無くなります。「ゴキブリは安全」「〇〇は安全」というプロ
グラムもありません。しかし実生活は「ゴキブリは危険」「〇〇は危険」というプロ
グラムが起動しなくなりますから、実質的には「ゴキブリは安全」「〇〇は安全」と
いう認識で生活していることになります。
「愛されなければ生きていけない」とは「愛されなければ危険」というプログラムで
すが、それが抜けると「愛されなくても安全」に自動的になります。すると愛され
るためにしていた膨大な努力や心配が不要になります。とてもくつろいでリラック
スした生活になります。ほんの少しプログラムが、抜けるだけでそうなります。
これはとても面白い現象で、中間がありません。「危険か」「危険でないか」の二者
択一です。
プログラムが、有るか無いかの二者択一です。マインドはプログラムに沿って思考
を進めています。一頭の馬に乗って思考を進めているわけです。二頭の馬に乗って
思考を進める事はありません。マインドは、一つのプログラムに従って思考を進め
ています。 二つの矛盾するプログラムに沿って思考を進める事はありません。という
か矛盾したプログラムは、そもそも存在できない仕組みになっています。どちらか
が成立すれば、他方は成立しません。保存もされません。
その二者択一という話を、イエスが例えたのがここに残っています。とても巧みな
例えだと思います。
ただし、古代のワインの作り方や保存の仕方が私にはよくわかりませんので、たぶ
ん同じように、古いプログラムと新しいプログラムの関係を説明している例えだと
思いますが、その例え方のイメージがあまりよく展開できないので、それがどのよ
うな意味で上手な例えになってるのかどうかよくわかりません。だだし、言ってる
事は、プログラムの抜去とその抜去の影響等についてですから、多分そのようなこ
とを例えているのだと思います。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「有るか、無いかは、二者択一だとわかりますが、好き嫌いなどは、大好き、やや好き、
など、いろいろな程度があるんではないですか」

「そうだね。いろいろな程度がある。でも、そのいろいろな程度があるのは、個別の
プログラムがたくさんあって、その総合だからそのように多段階のレベルがあるよ
うに思えるだけだ。しかし、個々のプログラムにおいては、有るか、無いかのどち
らかだ。逆のものが同時に存在することは決してない。二頭の馬の上でプログラム
が進むことはない」
「でも、曲芸のように二頭にまたがって進む場合もあるかもしれませんよ」
「絶対にない」
「ずる賢く、二人の主人に仕えることができるかもしれませんよ」
「絶対にない」
「なぜですか」
「相反する二つのプログラムは、まるで敵同士のようなものだ。それが同じ家に平和
にすむことなどできない」
「もしできたら？　笑雲先生」
「そう聞いた弟子がいたのかなぁ。次に、イエスがそれに答えている」
「そうですか。では、次に行きましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(48)Jesus said, "If two make peace with each other in this one house, they will say to 
the mountain, 'Move Away,' and it will move away."
(48)Jesus said, "If two make peace with each other in a single house, they will say to 
the mountain, 'Move from here!' and it will move."
(48) イエスが言った、「二人の者が同じ家でお互いに平和を保つならば、山に向かっ
て、移れと言えば、移るであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
この「もし、何々ができるなら、山に向かって、移れと言えば移るであろう」は、
とても強い否定の言い回しです。「そんなことが、もし、できたら、天地がひっくり
返るだろう」という意味と同じです。ですから、「そんなことができる可能性はゼロ」
という意味です。
ここでは、矛盾した、相反するプログラムが、もし、両方とも存在することができ
るなら、天地がひっくり返るだろうと、強調しているわけです。
確かにそうなのです。一つが成立していると他方は成立しません。というか、「危険だ」
がなくなると「安全だ」ができるのではなく、何もない状態になります。
ここで、面白いことを付言しておきますと、その「今まであったプログラム」が抜

けた瞬間には、同時に一瞬にして、それが植わっていた穴は塞がれて、あたかも、
何年も前からそこには何もなかったかのようにきれいに復旧します。それがどんな
大木でも、そうなります。とてもあっけないものです。
「ええっ、あんなに、後生大事に抱えていた大木なのに、一瞬で消えてしまった。そ
のうえ痕跡もなく。お蔭でとても楽になったけど。いったい、何だったの。不要な
プログラムを何十年も抱えていたことのお詫びとか、反省とかないの。何もないの。
ええっ、マインドさんよ。ちょっとくらい『ごめんなさい』があってもいいんじゃ
ないの」という、嬉々として清々としたついでに、そんなからかいながらも咎めた
い気分になりますが、マインドはひとことの反省も言いません。
「えっ、そんなプログラム、ありましたっけ」という感じで、消えた物は知らない、
記憶にないという風情です。まったくもって、けしからんやつだと思いますが、マ
インドは、単に仕事に忠実なだけの「機械殿」「マシンちゃん」ですから、しかたあ
りません。
自分ももう、気にしないで前に向いて、軽やかに進むだけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい小松茸」
「ええと、『自分はもう気にしない』という自分とは、マインドのことですか、それ
とも大いなる自己、あるいは、『本来の自分』のことですか」
「ああ、ここでの自分は、『本来の自分』のことだ。イエスの言い方で言えば、野を
返して、服も脱いで返した裸の自分だ。魂、真我とも言う、その自分だ」
「なるほど。つまり、プログラム等をどんどん取り去って、『本来の自分』に戻るっ
てことですね」
「そうだね、そう聞いた弟子がいたのだろうか、次のイエスの言葉は、その『本来の
自分』になると、悟れると言っている」
「では、次に行きましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(49)Jesus said, "Blessed are the solitary and elect, for you will find the
kingdom. For you are from it, and to it you will return."
(49)Jesus said, "Congratulations to those who are alone and chosen, for you will
find the kingdom. For you have come from it, and you will return there again."
(49) イエスが言った、「単独なる者、選ばれた者は幸である。なぜなら、あなたがた

は御国を見出すであろうから。なぜなら、あなたがたがそこから（来て）いるのなら、
再びそこに行くであろうから」
………………………………………………………………………………………………………………
「御国を見出す」というのは、つまり、「悟る」ということですが、それは、「単独なる者、
選ばれた者」がそうできると言っています。
では、「単独なる者、選ばれた者」とは、いったいどんな人、どんな状態なのでしょうか。
この「単独なる者、選ばれた者」を聞いてすぐに思い浮かぶのが、「唯我独尊」とい
うお釈迦様の関係の言葉です。この「唯我独尊」というのは、お釈迦様が生まれて
すぐに立ち上がって、七歩あるいて、天を指さし、「天上天下唯我独尊」と言ったと
されていますが、赤子が歩くはずもありませんし、何かしゃべるはずもありません
から、これは後の創作だと思います。でも、唐突に創作はしないでしょうから、「唯
我独尊」の話をお釈迦様がその講義の中で話した可能性はあります。とすると、こ
の「単独なる者、選ばれた者」と「天上天下唯我独尊」は、とても似た言葉と言う
ことができます。
では、具体的にお釈迦様もイエスも何が言いたかったのかということですが、実は、
人間は自分と思っているものは、「マインド」と「本来の自分」とのペアになってい
るものを「自分」と認識しているわけで、単独ではないということです。
「本来の自分だけにならないといけませんよ」、「自分一人を尊ぶのですよ」、「マイン
ドを自分と思っちゃいけませんよ」、「本来の自分で悟りに向かうのですよ」という
意味です。
お釈迦様も、イエスも同じことを言っているわけです。

「ところがだ、小松茸」
「はい、笑雲先生」
「普通、修行していないと、人間は、マインドばかりを尊ぶことになる。つまり、欲
ばかりを追いかけるマインドに、『本来の自分』が使われてしまうだけになってしま
う」
「マインドに喰われてしまうのですね」
「そうだ。マインドという獅子に喰われてしまう」
「７番にありますね。” イエスが言った。『人間に食われる獅子は幸いである。そうす
れば獅子が人間になる。そして、獅子に食われる人間は忌まわしい。そうすれば、
人間が獅子になるであろう』” と、マインドを獅子に例えています」

「そうだったね」
「とにかく、『本来の自分』になることが大切だということですね」
「そうだね」
「そして、『本来の自分』になったら、悟るということでしょうけど、実際、そうなっ
たら、どうなるのですか。それに、マインドが不在になると、一体誰がどのように
それを知覚したり、認識したり、表現できたりするんですか、笑雲先生」
「なるほど。そう聞いた弟子がいたのかな。悟りとは、いかようなものか、そして、『本
来の自分』とは一体何なのか。死を味わうことがない自分とは何なのかって、聞い
たのだろうな。たぶん」
「そりゃ、そう聞きたくなりますよ。笑雲先生」
「いいかい、自分で体験すれば、自ずと分かることなのに、聞くばっかりで、ちっと
も修行しないで、まったく、もう、けしからん」
「えっ、笑雲先生、誰に言っているんですか」
「あはははは、小松茸に言ってもしかたない」
「そうですよ。次に行きましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(50)Jesus said, "If they say to you, 'Where did you come from?', say to them, 'We came 
from the light, the place where the light came into being on its own accord and 
established itself and became manifest through their image.' If they say to you, 'Is it 
you?', say, 'We are its children, we are the elect of the living father.' If they ask you, 
'What is the sign of your father in you?', say to them, 'It is movement and repose.'"
(50)Jesus said, "If they say to you, 'Where have you come from?' say to them, 'We 
have come from the light, from the place where the light came into being by itself, 
established [itself], and appeared in their image.' If they say to you, 'Is it you?' say, 'We 
are its children, and we are the chosen of the living Father.' If they ask you, 'What is 
the evidence of your Father in you?' say to them, 'It is motion and rest.'"
(50) イエスが言った、「もし彼らがあなたがたに、『あなたがたはどこから来たのか』
言うならば、彼らに言いなさい、『私たちは光から来た。そこで光が自ら生じたので
ある。それは自立して、彼らの像において現われ出た』。もし彼らがあなたがたに、『そ
れがあなたがたなのか』と言うならば、言いなさい。『私たちはその（光の）子らであり、
生ける父の選ばれた者である』。もし彼らがあなたがたに、『あなたがたの中にある
父のしるしは何か』と言うならば、彼らに言いなさい、『それは運動であり、安息で

ある』と」
………………………………………………………………………………………………………………
悟ると、言葉にはなりませんが、感覚として「ああ、私は宇宙だ」「私は全てだ」「ああ、
宇宙の果てまで私だ」というような感覚になります。
その実態は、「私」と「私以外」の境目が消えてしまって、「私」がとてつもなく広がっ
てしまった状態の体験だと思います。無我とか、無私とか、言われるものです。と
にかく、そのように、今までの普通の感覚とまったく違う感覚になります。そう実
感します。イエスの「光から来た」「光から生じた」などは、「宇宙から生まれた」、「宇
宙から来た」という意味と同じです。また、「存在している」感覚がありますが、それは、
「私」は消えても、いえ、消えたからこそ強烈に「存在」している感覚になります。
その感覚は素晴らしい感覚ですが、それを光と言っています。つまり、エネルギー
です。エネルギーとして存在しているという意味です。
エネルギーとは動くことです。動かないエネルギーはありません。動き続けること
ですが、それは、例えば、小さいものでは、光粒子の振動（光）、空気の振動（音）、
波の振動、あるいはどんなものでも、上下運動、左右の運動、振り子が揺れるよう
な揺れ、等々です。いわゆる波動です。どんな波動も、端まで行くと戻ってきますから、
その一瞬は、静止した状態もあるわけです。ですから、「それはエネルギーである。
波動である」と言いたかったのでしょうが、そのころの言葉では「それは運動であり、
安息である」と日常の言葉になっているわけです。
これは、『りゅら姫物語』（宝彩有菜著）の冒頭の「宇宙詩」「（１）揺れている」と
同じです。参考に引用しておきましょう。
………………………………………………………………………………………………………………
　　　宇宙は揺れている。
　　　エネルギーの波に揺れている。
　　　満たされ、満たされ、すべてが揺れている。
　　　それは、愛から生まれ、愛になり、愛を伝える、
　　　すなわち宇宙の目的。
　　　気付けば、おお、意識は光の速さで久遠を巡ろう。
　　　愛のために、今ここで、今ここで。
………………………………………………………………………………………………………………
悟った状態のことは、いつの時代も、散文的にレポート的に説明するのが難しいで
すから、韻文的、詩的な表現になります。イエスのこの言葉もとても詩的な表現になっ

ていますが、言っていることは同じことです。
でも、言葉でいくら詩的に表現しても、実感の素晴らしさには程遠いですから、是非、
修行して、実感してみてください。このうえない幸福、まるで、天国に居るような
幸福を味わうことになるでしょう。そして、生きている意味、価値、ありがたさに、
素晴らしさに、きっと言葉をつまらせると思います。

「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「やっぱり、修行してそうなりたいです」
「そうか。やっと修行する気になったか」
「はい」
「でも、小松茸、欲を出してそうなろうと思っては、迷ってしまうぞ」
「そんなことを言うから、なかなか出来ない」
「あはははは」
「あはははは」

text: 宝彩有菜

 第８回  過ぎ去り行く者と
なりなさい



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年
以上も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だ
けを記載してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目あり
ますが、そのほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからない
ものが多いのですが、「それらは、瞑想や悟りのお話で、イエスが話した例え話である」
と仮定して、では、一体それが何の例え話であるのかを解説しています。今回は、
その第８回目です。
なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。

………………………………………………………………………………………………………………
(39) Jesus said, "The pharisees and the scribes have taken the keys of knowledge 
(gnosis) and hidden them. They themselves have not entered, nor have they allowed 
to enter those who wish to. You, however, be as wise as serpents and as innocent as 
doves."
(39) Jesus said, "The Pharisees and the scholars have taken the keys of knowledge 
and have hidden them. They have not entered nor have they allowed those who want 
to enter to do so.As for you, be as sly as snakes and as simple as doves."
(39) イエスが言った、「パリサイ人や法律学者たちは知識の鍵を受けたが、それを隠
した。彼らも入らないばかりか、入ろうとする人々をそうさせなかった。しかしあ
なたがたは、蛇のように賢く、鳩のように素直になりなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
また、４０番は、その続きのようです。
………………………………………………………………………………………………………………
(40) Jesus said, "A grapevine has been planted outside of the father, but being 
unsound, it will be pulled up by its roots and destroyed."
(40) Jesus said, "A grapevine has been planted apart from the Father. Since it is not 
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strong, it will be pulled up by its root and will perish."
(40) イエスが言った、「一本のぶどうの木が父の外側に植えられた。そして、それが
固められていなかったので、それは根元から抜き取られて、亡びゆくであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
ここは、どうも「パリサイ人」「法律学者」に批判的な言明のようです。この言明を
説明しようとすると、ここには出てきませんが、「パリサイ人」「法律学者」だけでなく、
「エッセネ派」「熱心党」など、当時、ローマに支配されていたユダヤ民族の歴史的、
経済的、軍事的、宗教的なさまざまな状況をも、説明する必要がでてきます。それ
らについては、世の中にたくさんの本が出ていますし、また、諸説乱立しています。
歴史的なことに興味のあるかたは、面白いと思います。読んでみてください。
ここで、イエスは、「パリサイ人」を批判していますが、私は、イエスは、他の団体
等を批判等はあまりしなかったのではないだろうかと思っています。ですから、こ
の３９番、４０番のところは、もしかすると、後からの人がその人が所属する団体
のために書き加えたのかもしれません。つまり、イエスの口を使った形で、後から
追加になったのかもしれないと思うわけです。
ということで、この３９番、４０番は、一応、説明はこのあたりにしておきます。また、
これから先も、同じような、政治的歴史的な事柄を含むイエスの言明については、
イエスがそれを言ったかどうかもわかりませんので、飛ばしていくことにします。
たとえ、それらを飛ばしたからと言って、このトマスの福音書から得られるであろう、
修行の具体的なヒントを見逃すことはないと思いますので。
ただし、イエスが巻き込まれたかもしれない、政争や宗教上の争いや、それがもと
で殺されることになったかもしれない本当の経緯について、興味がないわけではあ
りません。いずれ、機会があれば、「イエスはなぜ死ぬことになったのか」それを小
説風に推理、再現してみたいものだとは思っております。でも、この解説は推理小
説ではないので、本題に戻りましょう。トマスの福音書に埋め込まれているダイヤ
モンドのような珠玉の修行のヒントの地道な発掘です。
莫大な財宝が埋め込まれていますので、その発掘をしましょう。
さて、さっそくその、第４１番は、次のような言明です。
………………………………………………………………………………………………………………
(41)Jesus said, "Whoever has something in his hand will receive more, and whoever 
has nothing will be deprived of even the little he has."
(41)Jesus said, "Whoever has something in hand will be given more, and whoever has 

nothing will be deprived of even the little they have."
(41) イエスが言った、「おおよそ、手に持っている人は、与えられ、持っていない人は、
持っているわずかなものまでも取り上げられるであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、共観福音書のいずれにも載っている言葉です。例えば、マタイの福音書の、
１３章１２項では、「持っている人は更に与えられて豊かになるが、持っていない人
は持っているものまでも取り上げられる」、さらに、２５章２９項には、「だれでも持っ
ている人は更に与えられて豊かになるが、持っていない人は持っているものまでも
取り上げられる」と、ほぼ同じ内容が載っています。
つまり、この例え話は、どの弟子も同じように何度も聞いたということでしょう。
とてもおかしな逆説的なお話です。普通、常識的には「貧しい者に施しを与えましょ
う」と言います。豊かな者にさらに恵みを与えようとは言わないでしょう。しかし、
イエスは助けるべき貧しい人を、さらに突き落すようなことを言っています。「貧乏
人は麦を食え」より、もっとひどいですね。貧しい者からさらに取り上げようって
ことですから。まるで逆を言っています。
しかし、修行のポイントを説明する言葉としては、これは正しいですし、真理をつ
いています。それはあとで説明しますが、そのポイントを外すとまったく理解に苦
しむ例え話になります。ですから、他の共観福音書には、この理解不能な例えにつ
いて、なんとか辻褄を合わせようとして、要らぬ編集句があとから付け加えられて
います。汚れています。トマスの福音書は、この例えだけが残っていて、後からつ
けた編集句はありません。美しいと思います。

さて、では、実際はどんなことを説明する際に、この例え話になったかを、説明し
ましょう。
イエスは、「汝の隣人を愛せよ」と言った愛の人です。瞑想はマインドの不要な働き
を止めて、無我、無欲、無私になる優れた方法ですが、それは欲の方向に走ってる
マインドを止めるということでもあります。
実はマインドは、愛でも走れます。ですから愛の方向に走らせれば、欲の方向に走
るマインドは「居ない」ということです。一つの車で前に進んだり、後ろに進んだ
りできます。エンジンは一つでもギアを入れ替えれば方向は逆になります。同様に、
同じ一つのマインドですが、その走り方、回転の仕方によって、心の中は「欲」がいっ
ぱいになったり、「愛」がいっぱいになったりするということです。同じ月ですが明

るく満月になったり暗く新月になったりするということです。同じ海ですが満潮に
なったり干潮になったりするということです。
愛が心の中に溢れていると、その人の心は豊かで、満ち足りていて、幸福感で明る
く輝いています。欲が心の中に渦巻いているとその人の心は、貧しく、暗く惨めで
苦しく不幸です。
さて、そこまでは誰でも分かるのですが、ではどうやったら愛が心に満ちるかとい
うことになると、大方の人はそこで迷ってしまいます。間違ってしまいます。です
からイエスが何度も何度もそのやりかたやコツを弟子達に話した事は、想像に難く
ありません。

「いいかい。愛が心に満ち満ちていれば、誰でもすぐに心が豊かで幸福感に満たされ
る。とても簡単だ。欲を捨てようとするとなかなか難しいが、愛を満たそうとする
とすぐにそうできる」
「そうですね、イエス様。誰かに愛されたり、母親に抱擁されたり、愛を与えてもら
うと、嬉しくて、心が豊かになりますね。だからどうやったら愛されるかといつも思っ
てるのですが…」
「えっ、ああそうか、ここで間違うのか。いいかい、愛してもらいたいと思うのは、
自分の中にまだ愛が足りないと思ってることだ」
「そうですね」
「不足していると思っていることだ。つまり自分はまだ貧しいと思ってることだ。だ
から愛が欲しい。愛が欲しいというのは欲だよ。そう思ったとたんに欲が膨らんで
いるわけだ。つまり、さらに自分を貧しく思っていることだ。そうではなくて、今
自分は愛に満ちていて愛を外に出せると思ってごらん。自分は愛に不自由していな
くて、とても豊かに愛を持っていて、だから、その溢れる愛を誰かにあげようと思っ
てごらん。あげる対象はそんなに遠くの人でなくていいよ。身近な人でいいのだ。
身近な人がいなければ小さな動物や植物でもいい。とにかく自分の愛を外に出すこ
とだ。与えることだ」
「はい、イエス様」
「そうすると、いいかい、マインドは、自分の中に愛が満ちているのか、愛が足りな
いのかは、よく知らない。でも、愛が自分の中から、外に向かって流れていくのを
感じると、『ああ、きっと、自分の中には愛が溢れているのだ。だから、溢れ出てい
るのだ』と思うわけだ。つまりマインドは自分の中には愛が満ち満ちているハズだ

と判定する。マインドがそう判定すると、気分は一気に愛に満ちたものになる。幸
福になる。豊かになる。だから、愛を欲しい欲しいと言っている人は、自分の中に
愛はないと判定しているわけだから、ますます貧しくなり、愛をあげようあげよう
と言ってる人は、ますます豊かになるわけだ」
「なるほど、出口でしか計測していないということですね」
「そうだね。大量に愛が外に出ていけば、莫大な愛が内側にあるハズだと推測して判
断するわけだ。だからやってみてごらん。すぐに実感できると思うよ」
「そうですか」
と、弟子たちは、なるほど、豊かな人はもっと豊かになり、貧しい人はさらに貧し
くなるのだと、思いました。
これは普通の経済学とは違います。修行の経済学です。愛と欲の経済学です。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「豊かな人はますます豊かになり、貧しい人はますます貧しくなるのは、わかりまし
たけど、 最初に、まず、『貧しい』人から『豊かな』人へ変わるのはどうすればいい
のですか？」
「そうだね。まず、川の流れが右に流れているのを、左に変えなければいけない。そ
れができれば、後はどんどんその流れを大きくしていけばいいだけだ」
「ですからその最初のやり方が分からない」
「なるほど、そう聞いた弟子がいたんだろうかね。次がその説明になっているのかも
しれない」
「そうですか。では、次に行きましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(42)Jesus said, "Become passers-by."
(42)Jesus said, "Be passersby."
(42) イエスが言った、「過ぎ去り行く者となりなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
「過ぎ去り行く者となりなさい」とありますが、この文章は、単独でわかりにくいで
すね。実は、同じような文章が、インドに残っています。しかも、「イエス」が言っ
た言葉として残っています。
ムガール帝国第三代、義人「アクバル王」（在位1556年から1605年）によって建てられ、

今は廃墟となっている北インドの町ファテプル・シークリーに残っている城門のアー
チに刻まれている次の刻文です。
「イエスが言った『この世は橋である。渡っていきなさい。しかし、そこに棲家を建
ててはならない」
しかし、この橋に刻まれた一文は、現在のどの共観福音書にもないものですから、
これは「イエス」の言葉ではないのではないかとされていました。しかし、トマス
の福音書で、ずばり同じような文章がでてきたわけです。
これは、とても瞑想的な言葉ですので、それを説明できない共観福音書からは消さ
れたのかもしれません。逆にインドではとても分かりやすい意味のある言葉だった
のでしょう。
さて、「過ぎ去り行く者」ですが、これは、日本語訳より、Passersby 、つまり、「通行人」
「往来人」の方が分かりやすいかもしれません。留まらずに橋を渡るように、時の流
れを渡っていきなさいという意味です。
「無常」であるとか、「執着を離す」であるとかに関連しています。「握りしめるな、
執着するな、淡々と進め」という感じです。愛を溢れさせる前に、まず、欲や執着
を手放しなさいということです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「例えば、橋の欄干にしがみついて、流れを凝視したり、そこに執着して動かなければ、
川の流れの向きを変えることはできませんよね」
「まぁ、そうだね」
「でも、橋を右岸から渡る場合と、左岸から渡る場合では、すぐに流れの向きは逆に
なりますよね。逆向きに見えますね」
「そうだね。橋の上で反転すれば、右から流れていたものは左から流れていることに
なる」
「だから、川の流れは変えられませんが、自分が、向きを変えるだけで、簡単に右か
ら流れたり、左から流れたり変化させることができるってことを言っているんです
か」
「あはははは、なるほど。面白い。小松茸らしいね。そのように頭を使った説明をし
たかもしれないが、そうでないかもしれない。わからない。でも、とにかく、留ま
るのは良くない。執着せずに、進め。留まることなく、行き過ぎなさいと言ったの

は確かだね」
「そうですね。笑雲先生」
「さて、いろいろな解釈ができるのだが、瞑想についての教えだと仮定すると、こう
とも言える」
「どう言えるんですか」
「いいかい、座って瞑想を始めると、すぐにいろいろな雑念がでてくる。雑念と言っ
ても、マインドは、考えるべき重要な案件だと思っているわけだが、瞑想の片付け
の手順から言うと、それらに執着しないで、どんどん棚上げしていくことが肝要だ」
「そうですね。瞑想の三手順『集中・気付き・棚上げ』ですね」
「そうだ。雑念というか、想念というか、考えというか、そのようなマインドの動き
を雲に例えると、雲はつぎつぎにやってくる。でも、それらをどんどん流し去って
もう雲が出てこなくなると、その後は真っ青な青空が広がっているわけだ。本来の
自分が青空のように広がっているわけだ。雲を自分と思ってはいけない」
「雲をどんどん流し去る。すると本来の自分に出会える」
「そうだ。それと同じで、留まらずに、橋を渡っていけばよい。彼岸に着ける」
「なるほど。同じ感じですね」

………………………………………………………………………………………………………………
(45)Jesus said, "Grapes are not harvested from thorns, nor are figs gathered from
thistles, for they do not produce fruit. A good man brings forth good from his
storehouse; an evil man brings forth evil things from his evil storehouse, which
is in his heart, and says evil things. For out of the abundance of the heart he
brings forth evil things."
(45)Jesus said, "Grapes are not harvested from thorn trees, nor are figs gathered
from thistles, for they yield no fruit. Good persons produce good from what
they've stored up; bad persons produce evil from the wickedness they've stored up
in their hearts, and say evil things. For from the overflow of the heart they
produce evil."
(45) イエスが言った、「誰も茨からぶどうを集めないし、あざみからいちじくを摘み
はしない。それらは実を結ばない。善人は、彼の倉から良い物を取り出す。悪人は、
彼の心の中にある悪い倉から悪い物を取り出す。そして、彼は悪いことを言う。な
ぜなら、彼は心から溢れ出るものから悪い物を取り出すからである」

………………………………………………………………………………………………………………

前半は、植物の話です。後半は善人と悪人の話で、「善い人は良いことを言い、悪い
人は悪いことを言う」と言っています。でも、この説明だけだと「救い」がありま
せんね。イエスは救いのない言葉は言わないので、きっと、次のように言ったハズ
です。
「悪い人は悪いからだなんて言ってませんよ。悪い人も良い人もみんな同じ人です。
では、なぜ悪い言葉を吐くのか。いいですか。悪い言葉を吐くのは、悪い言葉を生
み出す仕組みが、内にあるからです。それがなければ、悪い言葉は吐けません。まるで、
ぶどうの木からぶどうができるようなものです。茨からぶどうはできないでしょ」
「はい」
「また、良い言葉を言う人は、良い言葉を生み出す仕組みが内側にあるからです。そ
れがなければ良い言葉は言わない。まるで、いちじくの木からいちじくができるよ
うなものです。あざみからいちじくはできないでしょ」
「はい。そうです」
「いいですか、自分の心の中に、人を批判したり軽蔑したりするプログラムや物差し
があれば、それらが自動的に働いて、出てくる言葉は、愛のない冷たい言葉ばかり
になりますよ。逆に自分の中に、人を愛し敬うプログラムや物差しがあれば、それ
らが自動的に働いて、出てくる言葉は、愛のこもった優しい温かい言葉ばかりにな
りますよ」
「では、善い人になるには、どうすればいいのですか。イエス様。その悪い言葉を紡
ぎ出しているプログラムや思い込みを抜き去ればいいのですか」
「その通り。そうすれば、誰でも、善人になれます。あっ、善人になりなさいって言っ
ているんじゃないですよ。そんな道徳的なことを言っているのではなくて、心の中
の悪い木を抜けば、自分がまっさきに幸せになれると言っています。そして、出て
くる言葉は愛の言葉になる。それは結果ですね。結果」
イエスは、道徳やエチケットなどを教えているのではないのですね。頭や心の上手
な使いかたを教えているわけです。幸せになる方法を教えているわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「とにかく、まず、自分が幸せになるために、悪い木を抜くのですね」

「そうだね。瞑想や修行で、悪い木を全部抜くと、飛び切りの幸せになる。もともと、
人間は何も木が生えていなくても飛び切りの幸せの中に居れる」
「そうですか。で、笑雲先生。良い木は植えなくてもいいのですか」
「うん、なるほど。そう考えるのだね、小松茸。悪いものを抜いたら、良いものを植
えなくてもいい。あるいは、良いものを植えたら、悪いものを抜かなくてもいい。
それらは同時に起こる」
「えっ、どういう意味ですか」
「なるほど。そう聞いた弟子がいたのだろうな、４７番がその説明になっているよう
だ」
「そうですか。では先に行きましょう。笑雲先生」

………………………………………………………………………………………………………………
(47)Jesus said, "It is impossible for a man to mount two horses or to stretch two bows. 
And it is impossible for a servant to serve two masters; otherwise, he will honor the 
one and treat the other contemptuously. No man drinks old wine and immediately 
desires to drink new wine. And new wine is not put into old wineskins, lest they burst; 
nor is old wine put into a new wineskin, lest it spoil it. An old patch is not sewn onto a 
new garment, because a tear would result."
(47)Jesus said, "A person cannot mount two horses or bend two bows. And a slave 
cannot serve two masters, otherwise that slave will honor the one and offend the 
other. Nobody drinks aged wine and immediately wants to drink young wine. Young 
wine is not poured into old wineskins, or they might break, and aged wine is not 
poured into a new wineskin, or it might spoil. An old patch is not sewn onto a new 
garment, since it would create a tear."
(47) イエスが言った、「一人の人が二頭の馬に乗り、二つの弓を引くことはできない。
一人の奴隷が二人の主人に兼ね仕えることはできない。あるいは、彼は一方を尊び、
他方を侮辱するであろう。誰でも古い酒を飲んでから、すぐ新しい酒を飲もうと欲
することはしない。また、新しいぶどう酒を古い皮袋に入れはしない。皮袋がはり
裂けないためである。また、古いぶどう酒を新しい皮袋に入れはしない。皮袋がぶ
どう酒を損わないためである。 古い布ぎれを新しい着物に縫いつけはしない。新しい
着物に裂け目ができるからである」
………………………………………………………………………………………………………………

矛盾したプログラムは両立できません。体験した記憶自体を変える事はできません
が、その解釈を変えることはできます。そうすることによってプログラムを変更す
ることが可能です。例えば「ゴキブリは危険」「〇〇は危険」というプログラムが抜
けると、そこには何も無くなります。「ゴキブリは安全」「〇〇は安全」というプロ
グラムもありません。しかし実生活は「ゴキブリは危険」「〇〇は危険」というプロ
グラムが起動しなくなりますから、実質的には「ゴキブリは安全」「〇〇は安全」と
いう認識で生活していることになります。
「愛されなければ生きていけない」とは「愛されなければ危険」というプログラムで
すが、それが抜けると「愛されなくても安全」に自動的になります。すると愛され
るためにしていた膨大な努力や心配が不要になります。とてもくつろいでリラック
スした生活になります。ほんの少しプログラムが、抜けるだけでそうなります。
これはとても面白い現象で、中間がありません。「危険か」「危険でないか」の二者
択一です。
プログラムが、有るか無いかの二者択一です。マインドはプログラムに沿って思考
を進めています。一頭の馬に乗って思考を進めているわけです。二頭の馬に乗って
思考を進める事はありません。マインドは、一つのプログラムに従って思考を進め
ています。 二つの矛盾するプログラムに沿って思考を進める事はありません。という
か矛盾したプログラムは、そもそも存在できない仕組みになっています。どちらか
が成立すれば、他方は成立しません。保存もされません。
その二者択一という話を、イエスが例えたのがここに残っています。とても巧みな
例えだと思います。
ただし、古代のワインの作り方や保存の仕方が私にはよくわかりませんので、たぶ
ん同じように、古いプログラムと新しいプログラムの関係を説明している例えだと
思いますが、その例え方のイメージがあまりよく展開できないので、それがどのよ
うな意味で上手な例えになってるのかどうかよくわかりません。だだし、言ってる
事は、プログラムの抜去とその抜去の影響等についてですから、多分そのようなこ
とを例えているのだと思います。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「有るか、無いかは、二者択一だとわかりますが、好き嫌いなどは、大好き、やや好き、
など、いろいろな程度があるんではないですか」

「そうだね。いろいろな程度がある。でも、そのいろいろな程度があるのは、個別の
プログラムがたくさんあって、その総合だからそのように多段階のレベルがあるよ
うに思えるだけだ。しかし、個々のプログラムにおいては、有るか、無いかのどち
らかだ。逆のものが同時に存在することは決してない。二頭の馬の上でプログラム
が進むことはない」
「でも、曲芸のように二頭にまたがって進む場合もあるかもしれませんよ」
「絶対にない」
「ずる賢く、二人の主人に仕えることができるかもしれませんよ」
「絶対にない」
「なぜですか」
「相反する二つのプログラムは、まるで敵同士のようなものだ。それが同じ家に平和
にすむことなどできない」
「もしできたら？　笑雲先生」
「そう聞いた弟子がいたのかなぁ。次に、イエスがそれに答えている」
「そうですか。では、次に行きましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(48)Jesus said, "If two make peace with each other in this one house, they will say to 
the mountain, 'Move Away,' and it will move away."
(48)Jesus said, "If two make peace with each other in a single house, they will say to 
the mountain, 'Move from here!' and it will move."
(48) イエスが言った、「二人の者が同じ家でお互いに平和を保つならば、山に向かっ
て、移れと言えば、移るであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
この「もし、何々ができるなら、山に向かって、移れと言えば移るであろう」は、
とても強い否定の言い回しです。「そんなことが、もし、できたら、天地がひっくり
返るだろう」という意味と同じです。ですから、「そんなことができる可能性はゼロ」
という意味です。
ここでは、矛盾した、相反するプログラムが、もし、両方とも存在することができ
るなら、天地がひっくり返るだろうと、強調しているわけです。
確かにそうなのです。一つが成立していると他方は成立しません。というか、「危険だ」
がなくなると「安全だ」ができるのではなく、何もない状態になります。
ここで、面白いことを付言しておきますと、その「今まであったプログラム」が抜

けた瞬間には、同時に一瞬にして、それが植わっていた穴は塞がれて、あたかも、
何年も前からそこには何もなかったかのようにきれいに復旧します。それがどんな
大木でも、そうなります。とてもあっけないものです。
「ええっ、あんなに、後生大事に抱えていた大木なのに、一瞬で消えてしまった。そ
のうえ痕跡もなく。お蔭でとても楽になったけど。いったい、何だったの。不要な
プログラムを何十年も抱えていたことのお詫びとか、反省とかないの。何もないの。
ええっ、マインドさんよ。ちょっとくらい『ごめんなさい』があってもいいんじゃ
ないの」という、嬉々として清々としたついでに、そんなからかいながらも咎めた
い気分になりますが、マインドはひとことの反省も言いません。
「えっ、そんなプログラム、ありましたっけ」という感じで、消えた物は知らない、
記憶にないという風情です。まったくもって、けしからんやつだと思いますが、マ
インドは、単に仕事に忠実なだけの「機械殿」「マシンちゃん」ですから、しかたあ
りません。
自分ももう、気にしないで前に向いて、軽やかに進むだけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい小松茸」
「ええと、『自分はもう気にしない』という自分とは、マインドのことですか、それ
とも大いなる自己、あるいは、『本来の自分』のことですか」
「ああ、ここでの自分は、『本来の自分』のことだ。イエスの言い方で言えば、野を
返して、服も脱いで返した裸の自分だ。魂、真我とも言う、その自分だ」
「なるほど。つまり、プログラム等をどんどん取り去って、『本来の自分』に戻るっ
てことですね」
「そうだね、そう聞いた弟子がいたのだろうか、次のイエスの言葉は、その『本来の
自分』になると、悟れると言っている」
「では、次に行きましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(49)Jesus said, "Blessed are the solitary and elect, for you will find the
kingdom. For you are from it, and to it you will return."
(49)Jesus said, "Congratulations to those who are alone and chosen, for you will
find the kingdom. For you have come from it, and you will return there again."
(49) イエスが言った、「単独なる者、選ばれた者は幸である。なぜなら、あなたがた

は御国を見出すであろうから。なぜなら、あなたがたがそこから（来て）いるのなら、
再びそこに行くであろうから」
………………………………………………………………………………………………………………
「御国を見出す」というのは、つまり、「悟る」ということですが、それは、「単独なる者、
選ばれた者」がそうできると言っています。
では、「単独なる者、選ばれた者」とは、いったいどんな人、どんな状態なのでしょうか。
この「単独なる者、選ばれた者」を聞いてすぐに思い浮かぶのが、「唯我独尊」とい
うお釈迦様の関係の言葉です。この「唯我独尊」というのは、お釈迦様が生まれて
すぐに立ち上がって、七歩あるいて、天を指さし、「天上天下唯我独尊」と言ったと
されていますが、赤子が歩くはずもありませんし、何かしゃべるはずもありません
から、これは後の創作だと思います。でも、唐突に創作はしないでしょうから、「唯
我独尊」の話をお釈迦様がその講義の中で話した可能性はあります。とすると、こ
の「単独なる者、選ばれた者」と「天上天下唯我独尊」は、とても似た言葉と言う
ことができます。
では、具体的にお釈迦様もイエスも何が言いたかったのかということですが、実は、
人間は自分と思っているものは、「マインド」と「本来の自分」とのペアになってい
るものを「自分」と認識しているわけで、単独ではないということです。
「本来の自分だけにならないといけませんよ」、「自分一人を尊ぶのですよ」、「マイン
ドを自分と思っちゃいけませんよ」、「本来の自分で悟りに向かうのですよ」という
意味です。
お釈迦様も、イエスも同じことを言っているわけです。

「ところがだ、小松茸」
「はい、笑雲先生」
「普通、修行していないと、人間は、マインドばかりを尊ぶことになる。つまり、欲
ばかりを追いかけるマインドに、『本来の自分』が使われてしまうだけになってしま
う」
「マインドに喰われてしまうのですね」
「そうだ。マインドという獅子に喰われてしまう」
「７番にありますね。” イエスが言った。『人間に食われる獅子は幸いである。そうす
れば獅子が人間になる。そして、獅子に食われる人間は忌まわしい。そうすれば、
人間が獅子になるであろう』” と、マインドを獅子に例えています」

「そうだったね」
「とにかく、『本来の自分』になることが大切だということですね」
「そうだね」
「そして、『本来の自分』になったら、悟るということでしょうけど、実際、そうなっ
たら、どうなるのですか。それに、マインドが不在になると、一体誰がどのように
それを知覚したり、認識したり、表現できたりするんですか、笑雲先生」
「なるほど。そう聞いた弟子がいたのかな。悟りとは、いかようなものか、そして、『本
来の自分』とは一体何なのか。死を味わうことがない自分とは何なのかって、聞い
たのだろうな。たぶん」
「そりゃ、そう聞きたくなりますよ。笑雲先生」
「いいかい、自分で体験すれば、自ずと分かることなのに、聞くばっかりで、ちっと
も修行しないで、まったく、もう、けしからん」
「えっ、笑雲先生、誰に言っているんですか」
「あはははは、小松茸に言ってもしかたない」
「そうですよ。次に行きましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(50)Jesus said, "If they say to you, 'Where did you come from?', say to them, 'We came 
from the light, the place where the light came into being on its own accord and 
established itself and became manifest through their image.' If they say to you, 'Is it 
you?', say, 'We are its children, we are the elect of the living father.' If they ask you, 
'What is the sign of your father in you?', say to them, 'It is movement and repose.'"
(50)Jesus said, "If they say to you, 'Where have you come from?' say to them, 'We 
have come from the light, from the place where the light came into being by itself, 
established [itself], and appeared in their image.' If they say to you, 'Is it you?' say, 'We 
are its children, and we are the chosen of the living Father.' If they ask you, 'What is 
the evidence of your Father in you?' say to them, 'It is motion and rest.'"
(50) イエスが言った、「もし彼らがあなたがたに、『あなたがたはどこから来たのか』
言うならば、彼らに言いなさい、『私たちは光から来た。そこで光が自ら生じたので
ある。それは自立して、彼らの像において現われ出た』。もし彼らがあなたがたに、『そ
れがあなたがたなのか』と言うならば、言いなさい。『私たちはその（光の）子らであり、
生ける父の選ばれた者である』。もし彼らがあなたがたに、『あなたがたの中にある
父のしるしは何か』と言うならば、彼らに言いなさい、『それは運動であり、安息で

ある』と」
………………………………………………………………………………………………………………
悟ると、言葉にはなりませんが、感覚として「ああ、私は宇宙だ」「私は全てだ」「ああ、
宇宙の果てまで私だ」というような感覚になります。
その実態は、「私」と「私以外」の境目が消えてしまって、「私」がとてつもなく広がっ
てしまった状態の体験だと思います。無我とか、無私とか、言われるものです。と
にかく、そのように、今までの普通の感覚とまったく違う感覚になります。そう実
感します。イエスの「光から来た」「光から生じた」などは、「宇宙から生まれた」、「宇
宙から来た」という意味と同じです。また、「存在している」感覚がありますが、それは、
「私」は消えても、いえ、消えたからこそ強烈に「存在」している感覚になります。
その感覚は素晴らしい感覚ですが、それを光と言っています。つまり、エネルギー
です。エネルギーとして存在しているという意味です。
エネルギーとは動くことです。動かないエネルギーはありません。動き続けること
ですが、それは、例えば、小さいものでは、光粒子の振動（光）、空気の振動（音）、
波の振動、あるいはどんなものでも、上下運動、左右の運動、振り子が揺れるよう
な揺れ、等々です。いわゆる波動です。どんな波動も、端まで行くと戻ってきますから、
その一瞬は、静止した状態もあるわけです。ですから、「それはエネルギーである。
波動である」と言いたかったのでしょうが、そのころの言葉では「それは運動であり、
安息である」と日常の言葉になっているわけです。
これは、『りゅら姫物語』（宝彩有菜著）の冒頭の「宇宙詩」「（１）揺れている」と
同じです。参考に引用しておきましょう。
………………………………………………………………………………………………………………
　　　宇宙は揺れている。
　　　エネルギーの波に揺れている。
　　　満たされ、満たされ、すべてが揺れている。
　　　それは、愛から生まれ、愛になり、愛を伝える、
　　　すなわち宇宙の目的。
　　　気付けば、おお、意識は光の速さで久遠を巡ろう。
　　　愛のために、今ここで、今ここで。
………………………………………………………………………………………………………………
悟った状態のことは、いつの時代も、散文的にレポート的に説明するのが難しいで
すから、韻文的、詩的な表現になります。イエスのこの言葉もとても詩的な表現になっ

ていますが、言っていることは同じことです。
でも、言葉でいくら詩的に表現しても、実感の素晴らしさには程遠いですから、是非、
修行して、実感してみてください。このうえない幸福、まるで、天国に居るような
幸福を味わうことになるでしょう。そして、生きている意味、価値、ありがたさに、
素晴らしさに、きっと言葉をつまらせると思います。

「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「やっぱり、修行してそうなりたいです」
「そうか。やっと修行する気になったか」
「はい」
「でも、小松茸、欲を出してそうなろうと思っては、迷ってしまうぞ」
「そんなことを言うから、なかなか出来ない」
「あはははは」
「あはははは」



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年
以上も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だ
けを記載してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目あり
ますが、そのほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからない
ものが多いのですが、「それらは、瞑想や悟りのお話で、イエスが話した例え話である」
と仮定して、では、一体それが何の例え話であるのかを解説しています。今回は、
その第８回目です。
なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。

………………………………………………………………………………………………………………
(39) Jesus said, "The pharisees and the scribes have taken the keys of knowledge 
(gnosis) and hidden them. They themselves have not entered, nor have they allowed 
to enter those who wish to. You, however, be as wise as serpents and as innocent as 
doves."
(39) Jesus said, "The Pharisees and the scholars have taken the keys of knowledge 
and have hidden them. They have not entered nor have they allowed those who want 
to enter to do so.As for you, be as sly as snakes and as simple as doves."
(39) イエスが言った、「パリサイ人や法律学者たちは知識の鍵を受けたが、それを隠
した。彼らも入らないばかりか、入ろうとする人々をそうさせなかった。しかしあ
なたがたは、蛇のように賢く、鳩のように素直になりなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
また、４０番は、その続きのようです。
………………………………………………………………………………………………………………
(40) Jesus said, "A grapevine has been planted outside of the father, but being 
unsound, it will be pulled up by its roots and destroyed."
(40) Jesus said, "A grapevine has been planted apart from the Father. Since it is not 
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strong, it will be pulled up by its root and will perish."
(40) イエスが言った、「一本のぶどうの木が父の外側に植えられた。そして、それが
固められていなかったので、それは根元から抜き取られて、亡びゆくであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
ここは、どうも「パリサイ人」「法律学者」に批判的な言明のようです。この言明を
説明しようとすると、ここには出てきませんが、「パリサイ人」「法律学者」だけでなく、
「エッセネ派」「熱心党」など、当時、ローマに支配されていたユダヤ民族の歴史的、
経済的、軍事的、宗教的なさまざまな状況をも、説明する必要がでてきます。それ
らについては、世の中にたくさんの本が出ていますし、また、諸説乱立しています。
歴史的なことに興味のあるかたは、面白いと思います。読んでみてください。
ここで、イエスは、「パリサイ人」を批判していますが、私は、イエスは、他の団体
等を批判等はあまりしなかったのではないだろうかと思っています。ですから、こ
の３９番、４０番のところは、もしかすると、後からの人がその人が所属する団体
のために書き加えたのかもしれません。つまり、イエスの口を使った形で、後から
追加になったのかもしれないと思うわけです。
ということで、この３９番、４０番は、一応、説明はこのあたりにしておきます。また、
これから先も、同じような、政治的歴史的な事柄を含むイエスの言明については、
イエスがそれを言ったかどうかもわかりませんので、飛ばしていくことにします。
たとえ、それらを飛ばしたからと言って、このトマスの福音書から得られるであろう、
修行の具体的なヒントを見逃すことはないと思いますので。
ただし、イエスが巻き込まれたかもしれない、政争や宗教上の争いや、それがもと
で殺されることになったかもしれない本当の経緯について、興味がないわけではあ
りません。いずれ、機会があれば、「イエスはなぜ死ぬことになったのか」それを小
説風に推理、再現してみたいものだとは思っております。でも、この解説は推理小
説ではないので、本題に戻りましょう。トマスの福音書に埋め込まれているダイヤ
モンドのような珠玉の修行のヒントの地道な発掘です。
莫大な財宝が埋め込まれていますので、その発掘をしましょう。
さて、さっそくその、第４１番は、次のような言明です。
………………………………………………………………………………………………………………
(41)Jesus said, "Whoever has something in his hand will receive more, and whoever 
has nothing will be deprived of even the little he has."
(41)Jesus said, "Whoever has something in hand will be given more, and whoever has 

nothing will be deprived of even the little they have."
(41) イエスが言った、「おおよそ、手に持っている人は、与えられ、持っていない人は、
持っているわずかなものまでも取り上げられるであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、共観福音書のいずれにも載っている言葉です。例えば、マタイの福音書の、
１３章１２項では、「持っている人は更に与えられて豊かになるが、持っていない人
は持っているものまでも取り上げられる」、さらに、２５章２９項には、「だれでも持っ
ている人は更に与えられて豊かになるが、持っていない人は持っているものまでも
取り上げられる」と、ほぼ同じ内容が載っています。
つまり、この例え話は、どの弟子も同じように何度も聞いたということでしょう。
とてもおかしな逆説的なお話です。普通、常識的には「貧しい者に施しを与えましょ
う」と言います。豊かな者にさらに恵みを与えようとは言わないでしょう。しかし、
イエスは助けるべき貧しい人を、さらに突き落すようなことを言っています。「貧乏
人は麦を食え」より、もっとひどいですね。貧しい者からさらに取り上げようって
ことですから。まるで逆を言っています。
しかし、修行のポイントを説明する言葉としては、これは正しいですし、真理をつ
いています。それはあとで説明しますが、そのポイントを外すとまったく理解に苦
しむ例え話になります。ですから、他の共観福音書には、この理解不能な例えにつ
いて、なんとか辻褄を合わせようとして、要らぬ編集句があとから付け加えられて
います。汚れています。トマスの福音書は、この例えだけが残っていて、後からつ
けた編集句はありません。美しいと思います。

さて、では、実際はどんなことを説明する際に、この例え話になったかを、説明し
ましょう。
イエスは、「汝の隣人を愛せよ」と言った愛の人です。瞑想はマインドの不要な働き
を止めて、無我、無欲、無私になる優れた方法ですが、それは欲の方向に走ってる
マインドを止めるということでもあります。
実はマインドは、愛でも走れます。ですから愛の方向に走らせれば、欲の方向に走
るマインドは「居ない」ということです。一つの車で前に進んだり、後ろに進んだ
りできます。エンジンは一つでもギアを入れ替えれば方向は逆になります。同様に、
同じ一つのマインドですが、その走り方、回転の仕方によって、心の中は「欲」がいっ
ぱいになったり、「愛」がいっぱいになったりするということです。同じ月ですが明

るく満月になったり暗く新月になったりするということです。同じ海ですが満潮に
なったり干潮になったりするということです。
愛が心の中に溢れていると、その人の心は豊かで、満ち足りていて、幸福感で明る
く輝いています。欲が心の中に渦巻いているとその人の心は、貧しく、暗く惨めで
苦しく不幸です。
さて、そこまでは誰でも分かるのですが、ではどうやったら愛が心に満ちるかとい
うことになると、大方の人はそこで迷ってしまいます。間違ってしまいます。です
からイエスが何度も何度もそのやりかたやコツを弟子達に話した事は、想像に難く
ありません。

「いいかい。愛が心に満ち満ちていれば、誰でもすぐに心が豊かで幸福感に満たされ
る。とても簡単だ。欲を捨てようとするとなかなか難しいが、愛を満たそうとする
とすぐにそうできる」
「そうですね、イエス様。誰かに愛されたり、母親に抱擁されたり、愛を与えてもら
うと、嬉しくて、心が豊かになりますね。だからどうやったら愛されるかといつも思っ
てるのですが…」
「えっ、ああそうか、ここで間違うのか。いいかい、愛してもらいたいと思うのは、
自分の中にまだ愛が足りないと思ってることだ」
「そうですね」
「不足していると思っていることだ。つまり自分はまだ貧しいと思ってることだ。だ
から愛が欲しい。愛が欲しいというのは欲だよ。そう思ったとたんに欲が膨らんで
いるわけだ。つまり、さらに自分を貧しく思っていることだ。そうではなくて、今
自分は愛に満ちていて愛を外に出せると思ってごらん。自分は愛に不自由していな
くて、とても豊かに愛を持っていて、だから、その溢れる愛を誰かにあげようと思っ
てごらん。あげる対象はそんなに遠くの人でなくていいよ。身近な人でいいのだ。
身近な人がいなければ小さな動物や植物でもいい。とにかく自分の愛を外に出すこ
とだ。与えることだ」
「はい、イエス様」
「そうすると、いいかい、マインドは、自分の中に愛が満ちているのか、愛が足りな
いのかは、よく知らない。でも、愛が自分の中から、外に向かって流れていくのを
感じると、『ああ、きっと、自分の中には愛が溢れているのだ。だから、溢れ出てい
るのだ』と思うわけだ。つまりマインドは自分の中には愛が満ち満ちているハズだ

と判定する。マインドがそう判定すると、気分は一気に愛に満ちたものになる。幸
福になる。豊かになる。だから、愛を欲しい欲しいと言っている人は、自分の中に
愛はないと判定しているわけだから、ますます貧しくなり、愛をあげようあげよう
と言ってる人は、ますます豊かになるわけだ」
「なるほど、出口でしか計測していないということですね」
「そうだね。大量に愛が外に出ていけば、莫大な愛が内側にあるハズだと推測して判
断するわけだ。だからやってみてごらん。すぐに実感できると思うよ」
「そうですか」
と、弟子たちは、なるほど、豊かな人はもっと豊かになり、貧しい人はさらに貧し
くなるのだと、思いました。
これは普通の経済学とは違います。修行の経済学です。愛と欲の経済学です。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「豊かな人はますます豊かになり、貧しい人はますます貧しくなるのは、わかりまし
たけど、 最初に、まず、『貧しい』人から『豊かな』人へ変わるのはどうすればいい
のですか？」
「そうだね。まず、川の流れが右に流れているのを、左に変えなければいけない。そ
れができれば、後はどんどんその流れを大きくしていけばいいだけだ」
「ですからその最初のやり方が分からない」
「なるほど、そう聞いた弟子がいたんだろうかね。次がその説明になっているのかも
しれない」
「そうですか。では、次に行きましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(42)Jesus said, "Become passers-by."
(42)Jesus said, "Be passersby."
(42) イエスが言った、「過ぎ去り行く者となりなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
「過ぎ去り行く者となりなさい」とありますが、この文章は、単独でわかりにくいで
すね。実は、同じような文章が、インドに残っています。しかも、「イエス」が言っ
た言葉として残っています。
ムガール帝国第三代、義人「アクバル王」（在位1556年から1605年）によって建てられ、

今は廃墟となっている北インドの町ファテプル・シークリーに残っている城門のアー
チに刻まれている次の刻文です。
「イエスが言った『この世は橋である。渡っていきなさい。しかし、そこに棲家を建
ててはならない」
しかし、この橋に刻まれた一文は、現在のどの共観福音書にもないものですから、
これは「イエス」の言葉ではないのではないかとされていました。しかし、トマス
の福音書で、ずばり同じような文章がでてきたわけです。
これは、とても瞑想的な言葉ですので、それを説明できない共観福音書からは消さ
れたのかもしれません。逆にインドではとても分かりやすい意味のある言葉だった
のでしょう。
さて、「過ぎ去り行く者」ですが、これは、日本語訳より、Passersby 、つまり、「通行人」
「往来人」の方が分かりやすいかもしれません。留まらずに橋を渡るように、時の流
れを渡っていきなさいという意味です。
「無常」であるとか、「執着を離す」であるとかに関連しています。「握りしめるな、
執着するな、淡々と進め」という感じです。愛を溢れさせる前に、まず、欲や執着
を手放しなさいということです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「例えば、橋の欄干にしがみついて、流れを凝視したり、そこに執着して動かなければ、
川の流れの向きを変えることはできませんよね」
「まぁ、そうだね」
「でも、橋を右岸から渡る場合と、左岸から渡る場合では、すぐに流れの向きは逆に
なりますよね。逆向きに見えますね」
「そうだね。橋の上で反転すれば、右から流れていたものは左から流れていることに
なる」
「だから、川の流れは変えられませんが、自分が、向きを変えるだけで、簡単に右か
ら流れたり、左から流れたり変化させることができるってことを言っているんです
か」
「あはははは、なるほど。面白い。小松茸らしいね。そのように頭を使った説明をし
たかもしれないが、そうでないかもしれない。わからない。でも、とにかく、留ま
るのは良くない。執着せずに、進め。留まることなく、行き過ぎなさいと言ったの

は確かだね」
「そうですね。笑雲先生」
「さて、いろいろな解釈ができるのだが、瞑想についての教えだと仮定すると、こう
とも言える」
「どう言えるんですか」
「いいかい、座って瞑想を始めると、すぐにいろいろな雑念がでてくる。雑念と言っ
ても、マインドは、考えるべき重要な案件だと思っているわけだが、瞑想の片付け
の手順から言うと、それらに執着しないで、どんどん棚上げしていくことが肝要だ」
「そうですね。瞑想の三手順『集中・気付き・棚上げ』ですね」
「そうだ。雑念というか、想念というか、考えというか、そのようなマインドの動き
を雲に例えると、雲はつぎつぎにやってくる。でも、それらをどんどん流し去って
もう雲が出てこなくなると、その後は真っ青な青空が広がっているわけだ。本来の
自分が青空のように広がっているわけだ。雲を自分と思ってはいけない」
「雲をどんどん流し去る。すると本来の自分に出会える」
「そうだ。それと同じで、留まらずに、橋を渡っていけばよい。彼岸に着ける」
「なるほど。同じ感じですね」

………………………………………………………………………………………………………………
(45)Jesus said, "Grapes are not harvested from thorns, nor are figs gathered from
thistles, for they do not produce fruit. A good man brings forth good from his
storehouse; an evil man brings forth evil things from his evil storehouse, which
is in his heart, and says evil things. For out of the abundance of the heart he
brings forth evil things."
(45)Jesus said, "Grapes are not harvested from thorn trees, nor are figs gathered
from thistles, for they yield no fruit. Good persons produce good from what
they've stored up; bad persons produce evil from the wickedness they've stored up
in their hearts, and say evil things. For from the overflow of the heart they
produce evil."
(45) イエスが言った、「誰も茨からぶどうを集めないし、あざみからいちじくを摘み
はしない。それらは実を結ばない。善人は、彼の倉から良い物を取り出す。悪人は、
彼の心の中にある悪い倉から悪い物を取り出す。そして、彼は悪いことを言う。な
ぜなら、彼は心から溢れ出るものから悪い物を取り出すからである」

………………………………………………………………………………………………………………

前半は、植物の話です。後半は善人と悪人の話で、「善い人は良いことを言い、悪い
人は悪いことを言う」と言っています。でも、この説明だけだと「救い」がありま
せんね。イエスは救いのない言葉は言わないので、きっと、次のように言ったハズ
です。
「悪い人は悪いからだなんて言ってませんよ。悪い人も良い人もみんな同じ人です。
では、なぜ悪い言葉を吐くのか。いいですか。悪い言葉を吐くのは、悪い言葉を生
み出す仕組みが、内にあるからです。それがなければ、悪い言葉は吐けません。まるで、
ぶどうの木からぶどうができるようなものです。茨からぶどうはできないでしょ」
「はい」
「また、良い言葉を言う人は、良い言葉を生み出す仕組みが内側にあるからです。そ
れがなければ良い言葉は言わない。まるで、いちじくの木からいちじくができるよ
うなものです。あざみからいちじくはできないでしょ」
「はい。そうです」
「いいですか、自分の心の中に、人を批判したり軽蔑したりするプログラムや物差し
があれば、それらが自動的に働いて、出てくる言葉は、愛のない冷たい言葉ばかり
になりますよ。逆に自分の中に、人を愛し敬うプログラムや物差しがあれば、それ
らが自動的に働いて、出てくる言葉は、愛のこもった優しい温かい言葉ばかりにな
りますよ」
「では、善い人になるには、どうすればいいのですか。イエス様。その悪い言葉を紡
ぎ出しているプログラムや思い込みを抜き去ればいいのですか」
「その通り。そうすれば、誰でも、善人になれます。あっ、善人になりなさいって言っ
ているんじゃないですよ。そんな道徳的なことを言っているのではなくて、心の中
の悪い木を抜けば、自分がまっさきに幸せになれると言っています。そして、出て
くる言葉は愛の言葉になる。それは結果ですね。結果」
イエスは、道徳やエチケットなどを教えているのではないのですね。頭や心の上手
な使いかたを教えているわけです。幸せになる方法を教えているわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「とにかく、まず、自分が幸せになるために、悪い木を抜くのですね」

「そうだね。瞑想や修行で、悪い木を全部抜くと、飛び切りの幸せになる。もともと、
人間は何も木が生えていなくても飛び切りの幸せの中に居れる」
「そうですか。で、笑雲先生。良い木は植えなくてもいいのですか」
「うん、なるほど。そう考えるのだね、小松茸。悪いものを抜いたら、良いものを植
えなくてもいい。あるいは、良いものを植えたら、悪いものを抜かなくてもいい。
それらは同時に起こる」
「えっ、どういう意味ですか」
「なるほど。そう聞いた弟子がいたのだろうな、４７番がその説明になっているよう
だ」
「そうですか。では先に行きましょう。笑雲先生」

………………………………………………………………………………………………………………
(47)Jesus said, "It is impossible for a man to mount two horses or to stretch two bows. 
And it is impossible for a servant to serve two masters; otherwise, he will honor the 
one and treat the other contemptuously. No man drinks old wine and immediately 
desires to drink new wine. And new wine is not put into old wineskins, lest they burst; 
nor is old wine put into a new wineskin, lest it spoil it. An old patch is not sewn onto a 
new garment, because a tear would result."
(47)Jesus said, "A person cannot mount two horses or bend two bows. And a slave 
cannot serve two masters, otherwise that slave will honor the one and offend the 
other. Nobody drinks aged wine and immediately wants to drink young wine. Young 
wine is not poured into old wineskins, or they might break, and aged wine is not 
poured into a new wineskin, or it might spoil. An old patch is not sewn onto a new 
garment, since it would create a tear."
(47) イエスが言った、「一人の人が二頭の馬に乗り、二つの弓を引くことはできない。
一人の奴隷が二人の主人に兼ね仕えることはできない。あるいは、彼は一方を尊び、
他方を侮辱するであろう。誰でも古い酒を飲んでから、すぐ新しい酒を飲もうと欲
することはしない。また、新しいぶどう酒を古い皮袋に入れはしない。皮袋がはり
裂けないためである。また、古いぶどう酒を新しい皮袋に入れはしない。皮袋がぶ
どう酒を損わないためである。 古い布ぎれを新しい着物に縫いつけはしない。新しい
着物に裂け目ができるからである」
………………………………………………………………………………………………………………

矛盾したプログラムは両立できません。体験した記憶自体を変える事はできません
が、その解釈を変えることはできます。そうすることによってプログラムを変更す
ることが可能です。例えば「ゴキブリは危険」「〇〇は危険」というプログラムが抜
けると、そこには何も無くなります。「ゴキブリは安全」「〇〇は安全」というプロ
グラムもありません。しかし実生活は「ゴキブリは危険」「〇〇は危険」というプロ
グラムが起動しなくなりますから、実質的には「ゴキブリは安全」「〇〇は安全」と
いう認識で生活していることになります。
「愛されなければ生きていけない」とは「愛されなければ危険」というプログラムで
すが、それが抜けると「愛されなくても安全」に自動的になります。すると愛され
るためにしていた膨大な努力や心配が不要になります。とてもくつろいでリラック
スした生活になります。ほんの少しプログラムが、抜けるだけでそうなります。
これはとても面白い現象で、中間がありません。「危険か」「危険でないか」の二者
択一です。
プログラムが、有るか無いかの二者択一です。マインドはプログラムに沿って思考
を進めています。一頭の馬に乗って思考を進めているわけです。二頭の馬に乗って
思考を進める事はありません。マインドは、一つのプログラムに従って思考を進め
ています。 二つの矛盾するプログラムに沿って思考を進める事はありません。という
か矛盾したプログラムは、そもそも存在できない仕組みになっています。どちらか
が成立すれば、他方は成立しません。保存もされません。
その二者択一という話を、イエスが例えたのがここに残っています。とても巧みな
例えだと思います。
ただし、古代のワインの作り方や保存の仕方が私にはよくわかりませんので、たぶ
ん同じように、古いプログラムと新しいプログラムの関係を説明している例えだと
思いますが、その例え方のイメージがあまりよく展開できないので、それがどのよ
うな意味で上手な例えになってるのかどうかよくわかりません。だだし、言ってる
事は、プログラムの抜去とその抜去の影響等についてですから、多分そのようなこ
とを例えているのだと思います。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「有るか、無いかは、二者択一だとわかりますが、好き嫌いなどは、大好き、やや好き、
など、いろいろな程度があるんではないですか」

「そうだね。いろいろな程度がある。でも、そのいろいろな程度があるのは、個別の
プログラムがたくさんあって、その総合だからそのように多段階のレベルがあるよ
うに思えるだけだ。しかし、個々のプログラムにおいては、有るか、無いかのどち
らかだ。逆のものが同時に存在することは決してない。二頭の馬の上でプログラム
が進むことはない」
「でも、曲芸のように二頭にまたがって進む場合もあるかもしれませんよ」
「絶対にない」
「ずる賢く、二人の主人に仕えることができるかもしれませんよ」
「絶対にない」
「なぜですか」
「相反する二つのプログラムは、まるで敵同士のようなものだ。それが同じ家に平和
にすむことなどできない」
「もしできたら？　笑雲先生」
「そう聞いた弟子がいたのかなぁ。次に、イエスがそれに答えている」
「そうですか。では、次に行きましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(48)Jesus said, "If two make peace with each other in this one house, they will say to 
the mountain, 'Move Away,' and it will move away."
(48)Jesus said, "If two make peace with each other in a single house, they will say to 
the mountain, 'Move from here!' and it will move."
(48) イエスが言った、「二人の者が同じ家でお互いに平和を保つならば、山に向かっ
て、移れと言えば、移るであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
この「もし、何々ができるなら、山に向かって、移れと言えば移るであろう」は、
とても強い否定の言い回しです。「そんなことが、もし、できたら、天地がひっくり
返るだろう」という意味と同じです。ですから、「そんなことができる可能性はゼロ」
という意味です。
ここでは、矛盾した、相反するプログラムが、もし、両方とも存在することができ
るなら、天地がひっくり返るだろうと、強調しているわけです。
確かにそうなのです。一つが成立していると他方は成立しません。というか、「危険だ」
がなくなると「安全だ」ができるのではなく、何もない状態になります。
ここで、面白いことを付言しておきますと、その「今まであったプログラム」が抜

けた瞬間には、同時に一瞬にして、それが植わっていた穴は塞がれて、あたかも、
何年も前からそこには何もなかったかのようにきれいに復旧します。それがどんな
大木でも、そうなります。とてもあっけないものです。
「ええっ、あんなに、後生大事に抱えていた大木なのに、一瞬で消えてしまった。そ
のうえ痕跡もなく。お蔭でとても楽になったけど。いったい、何だったの。不要な
プログラムを何十年も抱えていたことのお詫びとか、反省とかないの。何もないの。
ええっ、マインドさんよ。ちょっとくらい『ごめんなさい』があってもいいんじゃ
ないの」という、嬉々として清々としたついでに、そんなからかいながらも咎めた
い気分になりますが、マインドはひとことの反省も言いません。
「えっ、そんなプログラム、ありましたっけ」という感じで、消えた物は知らない、
記憶にないという風情です。まったくもって、けしからんやつだと思いますが、マ
インドは、単に仕事に忠実なだけの「機械殿」「マシンちゃん」ですから、しかたあ
りません。
自分ももう、気にしないで前に向いて、軽やかに進むだけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい小松茸」
「ええと、『自分はもう気にしない』という自分とは、マインドのことですか、それ
とも大いなる自己、あるいは、『本来の自分』のことですか」
「ああ、ここでの自分は、『本来の自分』のことだ。イエスの言い方で言えば、野を
返して、服も脱いで返した裸の自分だ。魂、真我とも言う、その自分だ」
「なるほど。つまり、プログラム等をどんどん取り去って、『本来の自分』に戻るっ
てことですね」
「そうだね、そう聞いた弟子がいたのだろうか、次のイエスの言葉は、その『本来の
自分』になると、悟れると言っている」
「では、次に行きましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(49)Jesus said, "Blessed are the solitary and elect, for you will find the
kingdom. For you are from it, and to it you will return."
(49)Jesus said, "Congratulations to those who are alone and chosen, for you will
find the kingdom. For you have come from it, and you will return there again."
(49) イエスが言った、「単独なる者、選ばれた者は幸である。なぜなら、あなたがた

は御国を見出すであろうから。なぜなら、あなたがたがそこから（来て）いるのなら、
再びそこに行くであろうから」
………………………………………………………………………………………………………………
「御国を見出す」というのは、つまり、「悟る」ということですが、それは、「単独なる者、
選ばれた者」がそうできると言っています。
では、「単独なる者、選ばれた者」とは、いったいどんな人、どんな状態なのでしょうか。
この「単独なる者、選ばれた者」を聞いてすぐに思い浮かぶのが、「唯我独尊」とい
うお釈迦様の関係の言葉です。この「唯我独尊」というのは、お釈迦様が生まれて
すぐに立ち上がって、七歩あるいて、天を指さし、「天上天下唯我独尊」と言ったと
されていますが、赤子が歩くはずもありませんし、何かしゃべるはずもありません
から、これは後の創作だと思います。でも、唐突に創作はしないでしょうから、「唯
我独尊」の話をお釈迦様がその講義の中で話した可能性はあります。とすると、こ
の「単独なる者、選ばれた者」と「天上天下唯我独尊」は、とても似た言葉と言う
ことができます。
では、具体的にお釈迦様もイエスも何が言いたかったのかということですが、実は、
人間は自分と思っているものは、「マインド」と「本来の自分」とのペアになってい
るものを「自分」と認識しているわけで、単独ではないということです。
「本来の自分だけにならないといけませんよ」、「自分一人を尊ぶのですよ」、「マイン
ドを自分と思っちゃいけませんよ」、「本来の自分で悟りに向かうのですよ」という
意味です。
お釈迦様も、イエスも同じことを言っているわけです。

「ところがだ、小松茸」
「はい、笑雲先生」
「普通、修行していないと、人間は、マインドばかりを尊ぶことになる。つまり、欲
ばかりを追いかけるマインドに、『本来の自分』が使われてしまうだけになってしま
う」
「マインドに喰われてしまうのですね」
「そうだ。マインドという獅子に喰われてしまう」
「７番にありますね。” イエスが言った。『人間に食われる獅子は幸いである。そうす
れば獅子が人間になる。そして、獅子に食われる人間は忌まわしい。そうすれば、
人間が獅子になるであろう』” と、マインドを獅子に例えています」

「そうだったね」
「とにかく、『本来の自分』になることが大切だということですね」
「そうだね」
「そして、『本来の自分』になったら、悟るということでしょうけど、実際、そうなっ
たら、どうなるのですか。それに、マインドが不在になると、一体誰がどのように
それを知覚したり、認識したり、表現できたりするんですか、笑雲先生」
「なるほど。そう聞いた弟子がいたのかな。悟りとは、いかようなものか、そして、『本
来の自分』とは一体何なのか。死を味わうことがない自分とは何なのかって、聞い
たのだろうな。たぶん」
「そりゃ、そう聞きたくなりますよ。笑雲先生」
「いいかい、自分で体験すれば、自ずと分かることなのに、聞くばっかりで、ちっと
も修行しないで、まったく、もう、けしからん」
「えっ、笑雲先生、誰に言っているんですか」
「あはははは、小松茸に言ってもしかたない」
「そうですよ。次に行きましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(50)Jesus said, "If they say to you, 'Where did you come from?', say to them, 'We came 
from the light, the place where the light came into being on its own accord and 
established itself and became manifest through their image.' If they say to you, 'Is it 
you?', say, 'We are its children, we are the elect of the living father.' If they ask you, 
'What is the sign of your father in you?', say to them, 'It is movement and repose.'"
(50)Jesus said, "If they say to you, 'Where have you come from?' say to them, 'We 
have come from the light, from the place where the light came into being by itself, 
established [itself], and appeared in their image.' If they say to you, 'Is it you?' say, 'We 
are its children, and we are the chosen of the living Father.' If they ask you, 'What is 
the evidence of your Father in you?' say to them, 'It is motion and rest.'"
(50) イエスが言った、「もし彼らがあなたがたに、『あなたがたはどこから来たのか』
言うならば、彼らに言いなさい、『私たちは光から来た。そこで光が自ら生じたので
ある。それは自立して、彼らの像において現われ出た』。もし彼らがあなたがたに、『そ
れがあなたがたなのか』と言うならば、言いなさい。『私たちはその（光の）子らであり、
生ける父の選ばれた者である』。もし彼らがあなたがたに、『あなたがたの中にある
父のしるしは何か』と言うならば、彼らに言いなさい、『それは運動であり、安息で

ある』と」
………………………………………………………………………………………………………………
悟ると、言葉にはなりませんが、感覚として「ああ、私は宇宙だ」「私は全てだ」「ああ、
宇宙の果てまで私だ」というような感覚になります。
その実態は、「私」と「私以外」の境目が消えてしまって、「私」がとてつもなく広がっ
てしまった状態の体験だと思います。無我とか、無私とか、言われるものです。と
にかく、そのように、今までの普通の感覚とまったく違う感覚になります。そう実
感します。イエスの「光から来た」「光から生じた」などは、「宇宙から生まれた」、「宇
宙から来た」という意味と同じです。また、「存在している」感覚がありますが、それは、
「私」は消えても、いえ、消えたからこそ強烈に「存在」している感覚になります。
その感覚は素晴らしい感覚ですが、それを光と言っています。つまり、エネルギー
です。エネルギーとして存在しているという意味です。
エネルギーとは動くことです。動かないエネルギーはありません。動き続けること
ですが、それは、例えば、小さいものでは、光粒子の振動（光）、空気の振動（音）、
波の振動、あるいはどんなものでも、上下運動、左右の運動、振り子が揺れるよう
な揺れ、等々です。いわゆる波動です。どんな波動も、端まで行くと戻ってきますから、
その一瞬は、静止した状態もあるわけです。ですから、「それはエネルギーである。
波動である」と言いたかったのでしょうが、そのころの言葉では「それは運動であり、
安息である」と日常の言葉になっているわけです。
これは、『りゅら姫物語』（宝彩有菜著）の冒頭の「宇宙詩」「（１）揺れている」と
同じです。参考に引用しておきましょう。
………………………………………………………………………………………………………………
　　　宇宙は揺れている。
　　　エネルギーの波に揺れている。
　　　満たされ、満たされ、すべてが揺れている。
　　　それは、愛から生まれ、愛になり、愛を伝える、
　　　すなわち宇宙の目的。
　　　気付けば、おお、意識は光の速さで久遠を巡ろう。
　　　愛のために、今ここで、今ここで。
………………………………………………………………………………………………………………
悟った状態のことは、いつの時代も、散文的にレポート的に説明するのが難しいで
すから、韻文的、詩的な表現になります。イエスのこの言葉もとても詩的な表現になっ

ていますが、言っていることは同じことです。
でも、言葉でいくら詩的に表現しても、実感の素晴らしさには程遠いですから、是非、
修行して、実感してみてください。このうえない幸福、まるで、天国に居るような
幸福を味わうことになるでしょう。そして、生きている意味、価値、ありがたさに、
素晴らしさに、きっと言葉をつまらせると思います。

「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「やっぱり、修行してそうなりたいです」
「そうか。やっと修行する気になったか」
「はい」
「でも、小松茸、欲を出してそうなろうと思っては、迷ってしまうぞ」
「そんなことを言うから、なかなか出来ない」
「あはははは」
「あはははは」



「トマスの福音書」は、１９４５年に、エジプトのナイル川河畔の洞窟に１８５０年
以上も埋もれていた壺の中から奇跡的に発見されました。これは、イエスの言葉だ
けを記載してあるもので、「言葉福音書」と呼ばれています。全部で１１４項目あり
ますが、そのほとんどが例え話です。一読して何を言いたいのか、良くわからない
ものが多いのですが、「それらは、瞑想や悟りのお話で、イエスが話した例え話である」
と仮定して、では、一体それが何の例え話であるのかを解説しています。今回は、
その第８回目です。
なお、各センテンスの訳文は、上段、中段、下段の順に
（１）Thomas O. Lambdin　による英訳
（２）Stephen Patterson and Marvin Meyer　による英訳
（３）「トマスによる福音書」（荒井献著・講談社学術文庫）による和訳
の順に記載しています。

………………………………………………………………………………………………………………
(39) Jesus said, "The pharisees and the scribes have taken the keys of knowledge 
(gnosis) and hidden them. They themselves have not entered, nor have they allowed 
to enter those who wish to. You, however, be as wise as serpents and as innocent as 
doves."
(39) Jesus said, "The Pharisees and the scholars have taken the keys of knowledge 
and have hidden them. They have not entered nor have they allowed those who want 
to enter to do so.As for you, be as sly as snakes and as simple as doves."
(39) イエスが言った、「パリサイ人や法律学者たちは知識の鍵を受けたが、それを隠
した。彼らも入らないばかりか、入ろうとする人々をそうさせなかった。しかしあ
なたがたは、蛇のように賢く、鳩のように素直になりなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
また、４０番は、その続きのようです。
………………………………………………………………………………………………………………
(40) Jesus said, "A grapevine has been planted outside of the father, but being 
unsound, it will be pulled up by its roots and destroyed."
(40) Jesus said, "A grapevine has been planted apart from the Father. Since it is not 
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strong, it will be pulled up by its root and will perish."
(40) イエスが言った、「一本のぶどうの木が父の外側に植えられた。そして、それが
固められていなかったので、それは根元から抜き取られて、亡びゆくであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
ここは、どうも「パリサイ人」「法律学者」に批判的な言明のようです。この言明を
説明しようとすると、ここには出てきませんが、「パリサイ人」「法律学者」だけでなく、
「エッセネ派」「熱心党」など、当時、ローマに支配されていたユダヤ民族の歴史的、
経済的、軍事的、宗教的なさまざまな状況をも、説明する必要がでてきます。それ
らについては、世の中にたくさんの本が出ていますし、また、諸説乱立しています。
歴史的なことに興味のあるかたは、面白いと思います。読んでみてください。
ここで、イエスは、「パリサイ人」を批判していますが、私は、イエスは、他の団体
等を批判等はあまりしなかったのではないだろうかと思っています。ですから、こ
の３９番、４０番のところは、もしかすると、後からの人がその人が所属する団体
のために書き加えたのかもしれません。つまり、イエスの口を使った形で、後から
追加になったのかもしれないと思うわけです。
ということで、この３９番、４０番は、一応、説明はこのあたりにしておきます。また、
これから先も、同じような、政治的歴史的な事柄を含むイエスの言明については、
イエスがそれを言ったかどうかもわかりませんので、飛ばしていくことにします。
たとえ、それらを飛ばしたからと言って、このトマスの福音書から得られるであろう、
修行の具体的なヒントを見逃すことはないと思いますので。
ただし、イエスが巻き込まれたかもしれない、政争や宗教上の争いや、それがもと
で殺されることになったかもしれない本当の経緯について、興味がないわけではあ
りません。いずれ、機会があれば、「イエスはなぜ死ぬことになったのか」それを小
説風に推理、再現してみたいものだとは思っております。でも、この解説は推理小
説ではないので、本題に戻りましょう。トマスの福音書に埋め込まれているダイヤ
モンドのような珠玉の修行のヒントの地道な発掘です。
莫大な財宝が埋め込まれていますので、その発掘をしましょう。
さて、さっそくその、第４１番は、次のような言明です。
………………………………………………………………………………………………………………
(41)Jesus said, "Whoever has something in his hand will receive more, and whoever 
has nothing will be deprived of even the little he has."
(41)Jesus said, "Whoever has something in hand will be given more, and whoever has 

nothing will be deprived of even the little they have."
(41) イエスが言った、「おおよそ、手に持っている人は、与えられ、持っていない人は、
持っているわずかなものまでも取り上げられるであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
これは、共観福音書のいずれにも載っている言葉です。例えば、マタイの福音書の、
１３章１２項では、「持っている人は更に与えられて豊かになるが、持っていない人
は持っているものまでも取り上げられる」、さらに、２５章２９項には、「だれでも持っ
ている人は更に与えられて豊かになるが、持っていない人は持っているものまでも
取り上げられる」と、ほぼ同じ内容が載っています。
つまり、この例え話は、どの弟子も同じように何度も聞いたということでしょう。
とてもおかしな逆説的なお話です。普通、常識的には「貧しい者に施しを与えましょ
う」と言います。豊かな者にさらに恵みを与えようとは言わないでしょう。しかし、
イエスは助けるべき貧しい人を、さらに突き落すようなことを言っています。「貧乏
人は麦を食え」より、もっとひどいですね。貧しい者からさらに取り上げようって
ことですから。まるで逆を言っています。
しかし、修行のポイントを説明する言葉としては、これは正しいですし、真理をつ
いています。それはあとで説明しますが、そのポイントを外すとまったく理解に苦
しむ例え話になります。ですから、他の共観福音書には、この理解不能な例えにつ
いて、なんとか辻褄を合わせようとして、要らぬ編集句があとから付け加えられて
います。汚れています。トマスの福音書は、この例えだけが残っていて、後からつ
けた編集句はありません。美しいと思います。

さて、では、実際はどんなことを説明する際に、この例え話になったかを、説明し
ましょう。
イエスは、「汝の隣人を愛せよ」と言った愛の人です。瞑想はマインドの不要な働き
を止めて、無我、無欲、無私になる優れた方法ですが、それは欲の方向に走ってる
マインドを止めるということでもあります。
実はマインドは、愛でも走れます。ですから愛の方向に走らせれば、欲の方向に走
るマインドは「居ない」ということです。一つの車で前に進んだり、後ろに進んだ
りできます。エンジンは一つでもギアを入れ替えれば方向は逆になります。同様に、
同じ一つのマインドですが、その走り方、回転の仕方によって、心の中は「欲」がいっ
ぱいになったり、「愛」がいっぱいになったりするということです。同じ月ですが明

るく満月になったり暗く新月になったりするということです。同じ海ですが満潮に
なったり干潮になったりするということです。
愛が心の中に溢れていると、その人の心は豊かで、満ち足りていて、幸福感で明る
く輝いています。欲が心の中に渦巻いているとその人の心は、貧しく、暗く惨めで
苦しく不幸です。
さて、そこまでは誰でも分かるのですが、ではどうやったら愛が心に満ちるかとい
うことになると、大方の人はそこで迷ってしまいます。間違ってしまいます。です
からイエスが何度も何度もそのやりかたやコツを弟子達に話した事は、想像に難く
ありません。

「いいかい。愛が心に満ち満ちていれば、誰でもすぐに心が豊かで幸福感に満たされ
る。とても簡単だ。欲を捨てようとするとなかなか難しいが、愛を満たそうとする
とすぐにそうできる」
「そうですね、イエス様。誰かに愛されたり、母親に抱擁されたり、愛を与えてもら
うと、嬉しくて、心が豊かになりますね。だからどうやったら愛されるかといつも思っ
てるのですが…」
「えっ、ああそうか、ここで間違うのか。いいかい、愛してもらいたいと思うのは、
自分の中にまだ愛が足りないと思ってることだ」
「そうですね」
「不足していると思っていることだ。つまり自分はまだ貧しいと思ってることだ。だ
から愛が欲しい。愛が欲しいというのは欲だよ。そう思ったとたんに欲が膨らんで
いるわけだ。つまり、さらに自分を貧しく思っていることだ。そうではなくて、今
自分は愛に満ちていて愛を外に出せると思ってごらん。自分は愛に不自由していな
くて、とても豊かに愛を持っていて、だから、その溢れる愛を誰かにあげようと思っ
てごらん。あげる対象はそんなに遠くの人でなくていいよ。身近な人でいいのだ。
身近な人がいなければ小さな動物や植物でもいい。とにかく自分の愛を外に出すこ
とだ。与えることだ」
「はい、イエス様」
「そうすると、いいかい、マインドは、自分の中に愛が満ちているのか、愛が足りな
いのかは、よく知らない。でも、愛が自分の中から、外に向かって流れていくのを
感じると、『ああ、きっと、自分の中には愛が溢れているのだ。だから、溢れ出てい
るのだ』と思うわけだ。つまりマインドは自分の中には愛が満ち満ちているハズだ

と判定する。マインドがそう判定すると、気分は一気に愛に満ちたものになる。幸
福になる。豊かになる。だから、愛を欲しい欲しいと言っている人は、自分の中に
愛はないと判定しているわけだから、ますます貧しくなり、愛をあげようあげよう
と言ってる人は、ますます豊かになるわけだ」
「なるほど、出口でしか計測していないということですね」
「そうだね。大量に愛が外に出ていけば、莫大な愛が内側にあるハズだと推測して判
断するわけだ。だからやってみてごらん。すぐに実感できると思うよ」
「そうですか」
と、弟子たちは、なるほど、豊かな人はもっと豊かになり、貧しい人はさらに貧し
くなるのだと、思いました。
これは普通の経済学とは違います。修行の経済学です。愛と欲の経済学です。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「豊かな人はますます豊かになり、貧しい人はますます貧しくなるのは、わかりまし
たけど、 最初に、まず、『貧しい』人から『豊かな』人へ変わるのはどうすればいい
のですか？」
「そうだね。まず、川の流れが右に流れているのを、左に変えなければいけない。そ
れができれば、後はどんどんその流れを大きくしていけばいいだけだ」
「ですからその最初のやり方が分からない」
「なるほど、そう聞いた弟子がいたんだろうかね。次がその説明になっているのかも
しれない」
「そうですか。では、次に行きましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(42)Jesus said, "Become passers-by."
(42)Jesus said, "Be passersby."
(42) イエスが言った、「過ぎ去り行く者となりなさい」
………………………………………………………………………………………………………………
「過ぎ去り行く者となりなさい」とありますが、この文章は、単独でわかりにくいで
すね。実は、同じような文章が、インドに残っています。しかも、「イエス」が言っ
た言葉として残っています。
ムガール帝国第三代、義人「アクバル王」（在位1556年から1605年）によって建てられ、

今は廃墟となっている北インドの町ファテプル・シークリーに残っている城門のアー
チに刻まれている次の刻文です。
「イエスが言った『この世は橋である。渡っていきなさい。しかし、そこに棲家を建
ててはならない」
しかし、この橋に刻まれた一文は、現在のどの共観福音書にもないものですから、
これは「イエス」の言葉ではないのではないかとされていました。しかし、トマス
の福音書で、ずばり同じような文章がでてきたわけです。
これは、とても瞑想的な言葉ですので、それを説明できない共観福音書からは消さ
れたのかもしれません。逆にインドではとても分かりやすい意味のある言葉だった
のでしょう。
さて、「過ぎ去り行く者」ですが、これは、日本語訳より、Passersby 、つまり、「通行人」
「往来人」の方が分かりやすいかもしれません。留まらずに橋を渡るように、時の流
れを渡っていきなさいという意味です。
「無常」であるとか、「執着を離す」であるとかに関連しています。「握りしめるな、
執着するな、淡々と進め」という感じです。愛を溢れさせる前に、まず、欲や執着
を手放しなさいということです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「例えば、橋の欄干にしがみついて、流れを凝視したり、そこに執着して動かなければ、
川の流れの向きを変えることはできませんよね」
「まぁ、そうだね」
「でも、橋を右岸から渡る場合と、左岸から渡る場合では、すぐに流れの向きは逆に
なりますよね。逆向きに見えますね」
「そうだね。橋の上で反転すれば、右から流れていたものは左から流れていることに
なる」
「だから、川の流れは変えられませんが、自分が、向きを変えるだけで、簡単に右か
ら流れたり、左から流れたり変化させることができるってことを言っているんです
か」
「あはははは、なるほど。面白い。小松茸らしいね。そのように頭を使った説明をし
たかもしれないが、そうでないかもしれない。わからない。でも、とにかく、留ま
るのは良くない。執着せずに、進め。留まることなく、行き過ぎなさいと言ったの

は確かだね」
「そうですね。笑雲先生」
「さて、いろいろな解釈ができるのだが、瞑想についての教えだと仮定すると、こう
とも言える」
「どう言えるんですか」
「いいかい、座って瞑想を始めると、すぐにいろいろな雑念がでてくる。雑念と言っ
ても、マインドは、考えるべき重要な案件だと思っているわけだが、瞑想の片付け
の手順から言うと、それらに執着しないで、どんどん棚上げしていくことが肝要だ」
「そうですね。瞑想の三手順『集中・気付き・棚上げ』ですね」
「そうだ。雑念というか、想念というか、考えというか、そのようなマインドの動き
を雲に例えると、雲はつぎつぎにやってくる。でも、それらをどんどん流し去って
もう雲が出てこなくなると、その後は真っ青な青空が広がっているわけだ。本来の
自分が青空のように広がっているわけだ。雲を自分と思ってはいけない」
「雲をどんどん流し去る。すると本来の自分に出会える」
「そうだ。それと同じで、留まらずに、橋を渡っていけばよい。彼岸に着ける」
「なるほど。同じ感じですね」

………………………………………………………………………………………………………………
(45)Jesus said, "Grapes are not harvested from thorns, nor are figs gathered from
thistles, for they do not produce fruit. A good man brings forth good from his
storehouse; an evil man brings forth evil things from his evil storehouse, which
is in his heart, and says evil things. For out of the abundance of the heart he
brings forth evil things."
(45)Jesus said, "Grapes are not harvested from thorn trees, nor are figs gathered
from thistles, for they yield no fruit. Good persons produce good from what
they've stored up; bad persons produce evil from the wickedness they've stored up
in their hearts, and say evil things. For from the overflow of the heart they
produce evil."
(45) イエスが言った、「誰も茨からぶどうを集めないし、あざみからいちじくを摘み
はしない。それらは実を結ばない。善人は、彼の倉から良い物を取り出す。悪人は、
彼の心の中にある悪い倉から悪い物を取り出す。そして、彼は悪いことを言う。な
ぜなら、彼は心から溢れ出るものから悪い物を取り出すからである」

………………………………………………………………………………………………………………

前半は、植物の話です。後半は善人と悪人の話で、「善い人は良いことを言い、悪い
人は悪いことを言う」と言っています。でも、この説明だけだと「救い」がありま
せんね。イエスは救いのない言葉は言わないので、きっと、次のように言ったハズ
です。
「悪い人は悪いからだなんて言ってませんよ。悪い人も良い人もみんな同じ人です。
では、なぜ悪い言葉を吐くのか。いいですか。悪い言葉を吐くのは、悪い言葉を生
み出す仕組みが、内にあるからです。それがなければ、悪い言葉は吐けません。まるで、
ぶどうの木からぶどうができるようなものです。茨からぶどうはできないでしょ」
「はい」
「また、良い言葉を言う人は、良い言葉を生み出す仕組みが内側にあるからです。そ
れがなければ良い言葉は言わない。まるで、いちじくの木からいちじくができるよ
うなものです。あざみからいちじくはできないでしょ」
「はい。そうです」
「いいですか、自分の心の中に、人を批判したり軽蔑したりするプログラムや物差し
があれば、それらが自動的に働いて、出てくる言葉は、愛のない冷たい言葉ばかり
になりますよ。逆に自分の中に、人を愛し敬うプログラムや物差しがあれば、それ
らが自動的に働いて、出てくる言葉は、愛のこもった優しい温かい言葉ばかりにな
りますよ」
「では、善い人になるには、どうすればいいのですか。イエス様。その悪い言葉を紡
ぎ出しているプログラムや思い込みを抜き去ればいいのですか」
「その通り。そうすれば、誰でも、善人になれます。あっ、善人になりなさいって言っ
ているんじゃないですよ。そんな道徳的なことを言っているのではなくて、心の中
の悪い木を抜けば、自分がまっさきに幸せになれると言っています。そして、出て
くる言葉は愛の言葉になる。それは結果ですね。結果」
イエスは、道徳やエチケットなどを教えているのではないのですね。頭や心の上手
な使いかたを教えているわけです。幸せになる方法を教えているわけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「とにかく、まず、自分が幸せになるために、悪い木を抜くのですね」

「そうだね。瞑想や修行で、悪い木を全部抜くと、飛び切りの幸せになる。もともと、
人間は何も木が生えていなくても飛び切りの幸せの中に居れる」
「そうですか。で、笑雲先生。良い木は植えなくてもいいのですか」
「うん、なるほど。そう考えるのだね、小松茸。悪いものを抜いたら、良いものを植
えなくてもいい。あるいは、良いものを植えたら、悪いものを抜かなくてもいい。
それらは同時に起こる」
「えっ、どういう意味ですか」
「なるほど。そう聞いた弟子がいたのだろうな、４７番がその説明になっているよう
だ」
「そうですか。では先に行きましょう。笑雲先生」

………………………………………………………………………………………………………………
(47)Jesus said, "It is impossible for a man to mount two horses or to stretch two bows. 
And it is impossible for a servant to serve two masters; otherwise, he will honor the 
one and treat the other contemptuously. No man drinks old wine and immediately 
desires to drink new wine. And new wine is not put into old wineskins, lest they burst; 
nor is old wine put into a new wineskin, lest it spoil it. An old patch is not sewn onto a 
new garment, because a tear would result."
(47)Jesus said, "A person cannot mount two horses or bend two bows. And a slave 
cannot serve two masters, otherwise that slave will honor the one and offend the 
other. Nobody drinks aged wine and immediately wants to drink young wine. Young 
wine is not poured into old wineskins, or they might break, and aged wine is not 
poured into a new wineskin, or it might spoil. An old patch is not sewn onto a new 
garment, since it would create a tear."
(47) イエスが言った、「一人の人が二頭の馬に乗り、二つの弓を引くことはできない。
一人の奴隷が二人の主人に兼ね仕えることはできない。あるいは、彼は一方を尊び、
他方を侮辱するであろう。誰でも古い酒を飲んでから、すぐ新しい酒を飲もうと欲
することはしない。また、新しいぶどう酒を古い皮袋に入れはしない。皮袋がはり
裂けないためである。また、古いぶどう酒を新しい皮袋に入れはしない。皮袋がぶ
どう酒を損わないためである。 古い布ぎれを新しい着物に縫いつけはしない。新しい
着物に裂け目ができるからである」
………………………………………………………………………………………………………………

矛盾したプログラムは両立できません。体験した記憶自体を変える事はできません
が、その解釈を変えることはできます。そうすることによってプログラムを変更す
ることが可能です。例えば「ゴキブリは危険」「〇〇は危険」というプログラムが抜
けると、そこには何も無くなります。「ゴキブリは安全」「〇〇は安全」というプロ
グラムもありません。しかし実生活は「ゴキブリは危険」「〇〇は危険」というプロ
グラムが起動しなくなりますから、実質的には「ゴキブリは安全」「〇〇は安全」と
いう認識で生活していることになります。
「愛されなければ生きていけない」とは「愛されなければ危険」というプログラムで
すが、それが抜けると「愛されなくても安全」に自動的になります。すると愛され
るためにしていた膨大な努力や心配が不要になります。とてもくつろいでリラック
スした生活になります。ほんの少しプログラムが、抜けるだけでそうなります。
これはとても面白い現象で、中間がありません。「危険か」「危険でないか」の二者
択一です。
プログラムが、有るか無いかの二者択一です。マインドはプログラムに沿って思考
を進めています。一頭の馬に乗って思考を進めているわけです。二頭の馬に乗って
思考を進める事はありません。マインドは、一つのプログラムに従って思考を進め
ています。 二つの矛盾するプログラムに沿って思考を進める事はありません。という
か矛盾したプログラムは、そもそも存在できない仕組みになっています。どちらか
が成立すれば、他方は成立しません。保存もされません。
その二者択一という話を、イエスが例えたのがここに残っています。とても巧みな
例えだと思います。
ただし、古代のワインの作り方や保存の仕方が私にはよくわかりませんので、たぶ
ん同じように、古いプログラムと新しいプログラムの関係を説明している例えだと
思いますが、その例え方のイメージがあまりよく展開できないので、それがどのよ
うな意味で上手な例えになってるのかどうかよくわかりません。だだし、言ってる
事は、プログラムの抜去とその抜去の影響等についてですから、多分そのようなこ
とを例えているのだと思います。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「有るか、無いかは、二者択一だとわかりますが、好き嫌いなどは、大好き、やや好き、
など、いろいろな程度があるんではないですか」

「そうだね。いろいろな程度がある。でも、そのいろいろな程度があるのは、個別の
プログラムがたくさんあって、その総合だからそのように多段階のレベルがあるよ
うに思えるだけだ。しかし、個々のプログラムにおいては、有るか、無いかのどち
らかだ。逆のものが同時に存在することは決してない。二頭の馬の上でプログラム
が進むことはない」
「でも、曲芸のように二頭にまたがって進む場合もあるかもしれませんよ」
「絶対にない」
「ずる賢く、二人の主人に仕えることができるかもしれませんよ」
「絶対にない」
「なぜですか」
「相反する二つのプログラムは、まるで敵同士のようなものだ。それが同じ家に平和
にすむことなどできない」
「もしできたら？　笑雲先生」
「そう聞いた弟子がいたのかなぁ。次に、イエスがそれに答えている」
「そうですか。では、次に行きましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(48)Jesus said, "If two make peace with each other in this one house, they will say to 
the mountain, 'Move Away,' and it will move away."
(48)Jesus said, "If two make peace with each other in a single house, they will say to 
the mountain, 'Move from here!' and it will move."
(48) イエスが言った、「二人の者が同じ家でお互いに平和を保つならば、山に向かっ
て、移れと言えば、移るであろう」
………………………………………………………………………………………………………………
この「もし、何々ができるなら、山に向かって、移れと言えば移るであろう」は、
とても強い否定の言い回しです。「そんなことが、もし、できたら、天地がひっくり
返るだろう」という意味と同じです。ですから、「そんなことができる可能性はゼロ」
という意味です。
ここでは、矛盾した、相反するプログラムが、もし、両方とも存在することができ
るなら、天地がひっくり返るだろうと、強調しているわけです。
確かにそうなのです。一つが成立していると他方は成立しません。というか、「危険だ」
がなくなると「安全だ」ができるのではなく、何もない状態になります。
ここで、面白いことを付言しておきますと、その「今まであったプログラム」が抜

けた瞬間には、同時に一瞬にして、それが植わっていた穴は塞がれて、あたかも、
何年も前からそこには何もなかったかのようにきれいに復旧します。それがどんな
大木でも、そうなります。とてもあっけないものです。
「ええっ、あんなに、後生大事に抱えていた大木なのに、一瞬で消えてしまった。そ
のうえ痕跡もなく。お蔭でとても楽になったけど。いったい、何だったの。不要な
プログラムを何十年も抱えていたことのお詫びとか、反省とかないの。何もないの。
ええっ、マインドさんよ。ちょっとくらい『ごめんなさい』があってもいいんじゃ
ないの」という、嬉々として清々としたついでに、そんなからかいながらも咎めた
い気分になりますが、マインドはひとことの反省も言いません。
「えっ、そんなプログラム、ありましたっけ」という感じで、消えた物は知らない、
記憶にないという風情です。まったくもって、けしからんやつだと思いますが、マ
インドは、単に仕事に忠実なだけの「機械殿」「マシンちゃん」ですから、しかたあ
りません。
自分ももう、気にしないで前に向いて、軽やかに進むだけです。
………………………………………………………………………………………………………………
「笑雲先生」
「なんだい小松茸」
「ええと、『自分はもう気にしない』という自分とは、マインドのことですか、それ
とも大いなる自己、あるいは、『本来の自分』のことですか」
「ああ、ここでの自分は、『本来の自分』のことだ。イエスの言い方で言えば、野を
返して、服も脱いで返した裸の自分だ。魂、真我とも言う、その自分だ」
「なるほど。つまり、プログラム等をどんどん取り去って、『本来の自分』に戻るっ
てことですね」
「そうだね、そう聞いた弟子がいたのだろうか、次のイエスの言葉は、その『本来の
自分』になると、悟れると言っている」
「では、次に行きましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(49)Jesus said, "Blessed are the solitary and elect, for you will find the
kingdom. For you are from it, and to it you will return."
(49)Jesus said, "Congratulations to those who are alone and chosen, for you will
find the kingdom. For you have come from it, and you will return there again."
(49) イエスが言った、「単独なる者、選ばれた者は幸である。なぜなら、あなたがた

は御国を見出すであろうから。なぜなら、あなたがたがそこから（来て）いるのなら、
再びそこに行くであろうから」
………………………………………………………………………………………………………………
「御国を見出す」というのは、つまり、「悟る」ということですが、それは、「単独なる者、
選ばれた者」がそうできると言っています。
では、「単独なる者、選ばれた者」とは、いったいどんな人、どんな状態なのでしょうか。
この「単独なる者、選ばれた者」を聞いてすぐに思い浮かぶのが、「唯我独尊」とい
うお釈迦様の関係の言葉です。この「唯我独尊」というのは、お釈迦様が生まれて
すぐに立ち上がって、七歩あるいて、天を指さし、「天上天下唯我独尊」と言ったと
されていますが、赤子が歩くはずもありませんし、何かしゃべるはずもありません
から、これは後の創作だと思います。でも、唐突に創作はしないでしょうから、「唯
我独尊」の話をお釈迦様がその講義の中で話した可能性はあります。とすると、こ
の「単独なる者、選ばれた者」と「天上天下唯我独尊」は、とても似た言葉と言う
ことができます。
では、具体的にお釈迦様もイエスも何が言いたかったのかということですが、実は、
人間は自分と思っているものは、「マインド」と「本来の自分」とのペアになってい
るものを「自分」と認識しているわけで、単独ではないということです。
「本来の自分だけにならないといけませんよ」、「自分一人を尊ぶのですよ」、「マイン
ドを自分と思っちゃいけませんよ」、「本来の自分で悟りに向かうのですよ」という
意味です。
お釈迦様も、イエスも同じことを言っているわけです。

「ところがだ、小松茸」
「はい、笑雲先生」
「普通、修行していないと、人間は、マインドばかりを尊ぶことになる。つまり、欲
ばかりを追いかけるマインドに、『本来の自分』が使われてしまうだけになってしま
う」
「マインドに喰われてしまうのですね」
「そうだ。マインドという獅子に喰われてしまう」
「７番にありますね。” イエスが言った。『人間に食われる獅子は幸いである。そうす
れば獅子が人間になる。そして、獅子に食われる人間は忌まわしい。そうすれば、
人間が獅子になるであろう』” と、マインドを獅子に例えています」

「そうだったね」
「とにかく、『本来の自分』になることが大切だということですね」
「そうだね」
「そして、『本来の自分』になったら、悟るということでしょうけど、実際、そうなっ
たら、どうなるのですか。それに、マインドが不在になると、一体誰がどのように
それを知覚したり、認識したり、表現できたりするんですか、笑雲先生」
「なるほど。そう聞いた弟子がいたのかな。悟りとは、いかようなものか、そして、『本
来の自分』とは一体何なのか。死を味わうことがない自分とは何なのかって、聞い
たのだろうな。たぶん」
「そりゃ、そう聞きたくなりますよ。笑雲先生」
「いいかい、自分で体験すれば、自ずと分かることなのに、聞くばっかりで、ちっと
も修行しないで、まったく、もう、けしからん」
「えっ、笑雲先生、誰に言っているんですか」
「あはははは、小松茸に言ってもしかたない」
「そうですよ。次に行きましょう」
………………………………………………………………………………………………………………
(50)Jesus said, "If they say to you, 'Where did you come from?', say to them, 'We came 
from the light, the place where the light came into being on its own accord and 
established itself and became manifest through their image.' If they say to you, 'Is it 
you?', say, 'We are its children, we are the elect of the living father.' If they ask you, 
'What is the sign of your father in you?', say to them, 'It is movement and repose.'"
(50)Jesus said, "If they say to you, 'Where have you come from?' say to them, 'We 
have come from the light, from the place where the light came into being by itself, 
established [itself], and appeared in their image.' If they say to you, 'Is it you?' say, 'We 
are its children, and we are the chosen of the living Father.' If they ask you, 'What is 
the evidence of your Father in you?' say to them, 'It is motion and rest.'"
(50) イエスが言った、「もし彼らがあなたがたに、『あなたがたはどこから来たのか』
言うならば、彼らに言いなさい、『私たちは光から来た。そこで光が自ら生じたので
ある。それは自立して、彼らの像において現われ出た』。もし彼らがあなたがたに、『そ
れがあなたがたなのか』と言うならば、言いなさい。『私たちはその（光の）子らであり、
生ける父の選ばれた者である』。もし彼らがあなたがたに、『あなたがたの中にある
父のしるしは何か』と言うならば、彼らに言いなさい、『それは運動であり、安息で

ある』と」
………………………………………………………………………………………………………………
悟ると、言葉にはなりませんが、感覚として「ああ、私は宇宙だ」「私は全てだ」「ああ、
宇宙の果てまで私だ」というような感覚になります。
その実態は、「私」と「私以外」の境目が消えてしまって、「私」がとてつもなく広がっ
てしまった状態の体験だと思います。無我とか、無私とか、言われるものです。と
にかく、そのように、今までの普通の感覚とまったく違う感覚になります。そう実
感します。イエスの「光から来た」「光から生じた」などは、「宇宙から生まれた」、「宇
宙から来た」という意味と同じです。また、「存在している」感覚がありますが、それは、
「私」は消えても、いえ、消えたからこそ強烈に「存在」している感覚になります。
その感覚は素晴らしい感覚ですが、それを光と言っています。つまり、エネルギー
です。エネルギーとして存在しているという意味です。
エネルギーとは動くことです。動かないエネルギーはありません。動き続けること
ですが、それは、例えば、小さいものでは、光粒子の振動（光）、空気の振動（音）、
波の振動、あるいはどんなものでも、上下運動、左右の運動、振り子が揺れるよう
な揺れ、等々です。いわゆる波動です。どんな波動も、端まで行くと戻ってきますから、
その一瞬は、静止した状態もあるわけです。ですから、「それはエネルギーである。
波動である」と言いたかったのでしょうが、そのころの言葉では「それは運動であり、
安息である」と日常の言葉になっているわけです。
これは、『りゅら姫物語』（宝彩有菜著）の冒頭の「宇宙詩」「（１）揺れている」と
同じです。参考に引用しておきましょう。
………………………………………………………………………………………………………………
　　　宇宙は揺れている。
　　　エネルギーの波に揺れている。
　　　満たされ、満たされ、すべてが揺れている。
　　　それは、愛から生まれ、愛になり、愛を伝える、
　　　すなわち宇宙の目的。
　　　気付けば、おお、意識は光の速さで久遠を巡ろう。
　　　愛のために、今ここで、今ここで。
………………………………………………………………………………………………………………
悟った状態のことは、いつの時代も、散文的にレポート的に説明するのが難しいで
すから、韻文的、詩的な表現になります。イエスのこの言葉もとても詩的な表現になっ

ていますが、言っていることは同じことです。
でも、言葉でいくら詩的に表現しても、実感の素晴らしさには程遠いですから、是非、
修行して、実感してみてください。このうえない幸福、まるで、天国に居るような
幸福を味わうことになるでしょう。そして、生きている意味、価値、ありがたさに、
素晴らしさに、きっと言葉をつまらせると思います。

「笑雲先生」
「なんだい、小松茸」
「やっぱり、修行してそうなりたいです」
「そうか。やっと修行する気になったか」
「はい」
「でも、小松茸、欲を出してそうなろうと思っては、迷ってしまうぞ」
「そんなことを言うから、なかなか出来ない」
「あはははは」
「あはははは」


